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 １ はじめに 

近年、全国各地で自然災害により大きな被害に見舞われ、堺市でも異常気象に

よる風水害をはじめ、発生確率が高い南海トラフ巨大地震や本市直下の上町断層

帯地震の発生が危惧されており、防災への関心が高まっています。  

 特に 1995 年の阪神淡路大震災と 2011 年の東日本大震災という二つの大震

災から、災害発生直後の「行政対応（公助）の限界」と「地域コミュニティにお

ける相互の助け合い（共助）」の重要性が認識されました。  

 国においては、共助による防災活動を促進し地域の防災力向上を図るため、

2013 年 6 月に災害対策基本法を改正し、「地区防災計画制度」等が創設されま

した。  

堺市では、阪神淡路大震災発生後、1998 年度から堺市自治連合協議会に参

加する校区自治連合会を対象に、「自主防災組織」の結成と活動を促進する制度

を構築し、地域による防災活動を推進してきたところです。  

2015 年度からは、10 校区の自主防災組織にご協力いただき、自主的な避難

所運営体制の検討をはじめ、校区の防災の取組をまとめた「校区カルテ」の作成

を進めてまいりました。  

この取組から得られたことを整理し、「いかに地域防災力を向上させるのか」

について、各校区の活動段階に応じた取組事例の紹介、地区防災計画策定に向け

た計画的な取組につなげる「取組チェックシート」など、分かりやすくマニュア

ルにまとめました。  

各校区自主防災組織のリーダーや防災役員の皆様には本マニュアルを、日頃の

防災活動の更なる推進の一助として役立てていただきますとともに、今後とも、

自助・共助・公助連携のもと、引き続き、本市防災行政にご協力、ご支援のほど

よろしくお願いいたします。  
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 ２ 地域防災力向上マニュアルとは 

２－１  まず「地域防災力」とは何か            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域防災力」とは、地域の様々な担い手が  

連携・協働して減災に取り組むコミュニティの力  
 

＜阪神・淡路大震災での教訓＞  

・生き埋めや閉じ込められた際の  

救助の割合  

（H8 年日本火災学会調べ）  

共助 自助 
自助・共助  

９７ .５％  
＋  

「地域防災力」を向上させるためには  

①各地域の防災活動の担い手である住民、地域の団体や企業が、目標や課題を共有し連

携、協働して防災活動を行うことが必要です。  

②各地域が、その実践のため、指針となる防災計画を作成することが重要です。  

地域防災力向上マニュアルの活用  

このマニュアルにより  

①地域防災の中心的担い手である校区自主防災組織の実情に応じて、目標設定や課題の  

洗い出しにつなげ、さらに、地域内関係機関との連携、協働の取組を推進できます。 

②取り組んだ成果は、地区防災計画ひな形（校区カルテ）等に反映・作成することで、 

地区防災計画の策定につながります。  

「公助の限界」と「地域防災力」の重要性  

東日本大震災等では、行政自身が被災して機能が麻痺する場合があることが明確になり

ました。大規模広域災害による被害を少なくするため、また、復興をうまく進めるため

には、地域住民一人ひとりや地域コミュニティが、主体的に関わることが重要になりま

す。  
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2－２  地域防災力向上マニュアルの目的          

このマニュアルは、各校区の実情に応じた取組事例や取組チェックシート（様式

２）を活用することで、各校区での取組の促進、継続による更なる防災力向上につ

なげることを目的としています。  

また、取り組んだ成果は「地区防災計画ひな形（校区カルテ） (※１ )」や「校区避

難所運営マニュアルひな形 (※２ )」等に反映していくことで、「地区防災計画（※３）」

策定にもつながります。  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ １「地区防災計画ひな形（校区カルテ）」とは、防災の視点から見た校区の現状や今

後の取組目標、及び自主防災組織体制、校区内の防災設備・資源、連絡先等の情報

を整理したものです。  

※ ２「校区避難所運営マニュアル」とは、地震発災後の避難所開設・運営について、時

系列で整理した行動手順や運営体制、留意点等を整理したものです。  

※ 3 地区防災計画制度とは、2013 年の災害対策基本法改正において、市内の一定の地

区居住者等が行う自発的な防災活動に関する制度として、新たに創設されたもので

す。校区自主防災組織が自発的に実施する防災・減災に向けた取組で組織、役割分

担、平時及び災害時の活動内容等を定めた計画です。  

 

 

目次構成（一部抜粋）  
 

１．基本方針  
２．計画作成主体・対象範囲  
３．本計画の評価と見直し  
４．校区活動目標   

・年間の取組計画   
５．校区の特性  

・防災マップ  
６．「平常時」の取組  
７．「災害時（非常時）」の取組  
  ・ 避難所運営本部の役割  
 
【資料編】  

各種様式  など  

 

 

目次構成（一部抜粋）  
 
１．避難所開設・運営の流れ  
２．避難所運営の方針と役割  
３．避難所運営における事前対策  
４．避難所の開設  
５．居住組、各活動班の役割  
６．要配慮者への配慮  
【資料編】  
 各種様式  など  

成
果
と
し
て
反
映 

校区避難所運営マニュアルひな形 ※２  

具 体 的 手 順 は  

マ ニ ュ ア ル ひ な 形 へ  

作
成
し
た
計
画
ひ
な
形
が
、
要
件
を
満
た
す
と 

校
区
の
地
区
防
災
計
画
※
３ 

活
動
の
検
証
・
振
返
り 

活
動
状
況
確
認(

取
組
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト) 

再チェック  

地区防災計画ひな形（校区カルテ）※１ 

活
動
計
画
作
成
・
活
動 
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２－３  活動の進め方とマニュアルの活用方法        

防災活動を進めていくためには､各校区がめざすべき姿を｢校区活動目標｣として

設定することが重要です。この目標に向けて､まず何から取り組むべきかについて話

し合い､計画的に防災活動を継続することが効果的な防災力の向上につながります。 

マニュアルによる活動の取組は、次の９つの段階（①校区活動目標を立てる～⑨

地区防災計画）で構成されています。各校区の実情に応じて、実践していきましょ

う。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②活動状況を確認する  

⑤活動する（Ｄ：実施）  

③校区に必要な取組を検討する  

④活動計画を作る（Ｐ：計画）  

⑦次年度活動計画を作る (Ａ :見直し ) 

⑥活動を振り返る（Ｃ：検証）  

様式 2（取組チェックシート）を使い、現在の自主防災組織の活動状況を

確認しましょう。  

校区の各活動分野の実情を把握し、校区に必要な取組を洗い出しま
す。 

様式 3（3 ヶ年程度の取組表・年間活動計画表）を使い、取組メニュー
を参考に、「3 ヶ年程度の取組表」と「年間活動計画表」を作りましょう。  

年間の活動計画に基づいた活動を実践しましょう。  

活動後の反省会や、年度最後などに、できたこと、できなかったこと等
を振り返り、検証しましょう。  

振り返りの結果をもとに、次年度の活動計画作成や見直しにつなげていき
ましょう。  

⑧ 地区防災計画ひな形（校区カルテ）等への反映 

⑨地区防災計画  

振り返りの結果等は、地区防災計画ひな形（校区カルテ）、校区避難所
運営マニュアルひな形へ反映しましょう。  

地区防災計画ひな形（校区カルテ）を、地区防災計画へステップアップ

することを検討しましょう。  

※上記①～⑧を繰り返すことで、地区防災計画制度の要件を満たす場合は、⑨を検討しましょう。  

①校区の活動目標を立てる  様式 1（校区活動目標シート）を使い、めざすべき校区の姿を書き込みまし
ょう。 

Ⅰ  
・防災活動を見直す  

・防災リーダーの発掘  

Ⅱ  地域防災力を伸ばす  
・防災意識の向上  

・防災リーダーの育成  

Ⅲ  地域防災力を広げる  
・地域との連携・協力  
・人材の輪を広げる  

取組チェックシートの  
3 つの活動分野から  

現状を把握  

取組メニュー

洗出し  
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様式１  

校区活動目標シート 

(１)めざすべき校区の姿  
 

 

 

 

 

 

(２)校区の課題  
 

 

 

 

 

 

 

(３)年間の取組計画  
 

 

 

 

 

 

 

 

～参考：めざすべき校区の姿と課題、取組計画に関して～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式３（３ヶ年程度の取組表・年間活動計画表）参照  

 

 

 めざすべき 

校区の姿  

 将来 

年間の取組計画 

 現状 

 課題 

①校区の活動目標を立てる                 

 １）めざすべき校区の姿  

誰もが自発的に防災活動をできるよう

にするためには、めざすべき校区の姿と、

何をめざす取組なのかを明らかにする必要

があります。  

自主防災組織内の話し合いを行って、様

式１（校区活動目標シート）を使い、めざ

すべき校区の姿を書き込みましょう。  

めざすべき校区の姿としては、取組の考

え方やキャッチフレーズ、取組テーマなど、

目標が端的に表される言葉がいいでしょう。 

例えば、以下のような取組が考えられま

す。  

・住民全員の防災意識の向上  

・自主防災組織が機能することをめざす  

・共助体制の確立をめざす  等  

                           

 ２）校区の課題  
めざすべき校区の姿の達成に向けて、現状との差を埋める必要があります。この

差が、解決しなければならない「校区の課題」です。  

「校区の課題」としては、例えば、各単位自治会の防災への取組の格差を縮める、

自主防災隊の活性化、防災士の増員、防災組織としての意識の統一、防災訓練への

参加率の向上などが考えられます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３）年間の取組計画  
校区の課題を解決するために、年間の取組計画を作ります。詳細については、様

式３（３ヶ年程度の取組表・年間活動計画表）と連動しながら書き込みます。  

１）結果を記載  

２）結果を記載  

３）結果を記載  

 めざすべき 

校区の姿  

 将来 

年間の取組計画 

 現状 

 課題 
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様式２  

地域防災力向上 取組チェックシート 
 

分

野  

区

分  
視点  No 設問  

回答  
(どちらかに

◯印 )  

取組メニュー（例示）  

チャレンジ  
レベル 

(☆多 :難 )  

Ⅰ    
 

基

礎

を

固

め

る 

１ 意思決定  

1 

災害時の共助活動の重要性を理解し、自主

防災組織が共助の中心として活動できるよう

話し合っていますか？  

はい 
い
い
え 

取組メニュー３-①  防災について話し合

う機会を設ける（事 -27 ㌻）  
☆ 

2 
防災活動に関する取組目標や防災活動計

画を作っていますか？ 
はい 

い
い
え 

２-３  活動の進め方とマニュアルの活用

方法（4 ㌻）  
☆ 

２ 
ルール検討  

・役割分担  

1 
災害時に活動を指揮できる人が一定数おり、

ルール・役割に関して話し合っていますか？  
はい 

い
い
え 

取組メニュー３-①  防災について話し合

う機会を設ける（事 -27 ㌻）  
☆ 

2 
地域の災害時における安否確認方法を決め

ていますか？ 
はい 

い
い
え 

取組メニュー４-③  要支援者の安否確

認方法を考える（事 -38 ㌻） 
☆☆ 

Ⅱ  
 

防

災

力

を

伸

ば

す 

１ 

防災資源

管理・情報

発信  

1 
地域内被害想定の危険箇所や防災資源を

踏まえた防災マップを作っていますか？  
はい 

い
い
え 

取組メニュー１-①  まち歩きを行う  

（事 -2 ㌻）  

取組メニュー４-①  防災マップを作る  

（事 -32 ㌻）  

☆☆ 

2 
地域内の防災活動等について定期的に情報

提供するためのチラシを作っていますか？  
はい 

い
い
え 

取組メニュー２-①  啓発・周知のための

チラシを作る（事 -11 ㌻）  
☆☆ 

２ 
活動継続  

・意識啓発  

1 
平時からの地域との連携を意識した防災活動

に向け、地域行事と連携していますか？  
はい 

い
い
え 

取組メニュー２-③  地域行事に合わせ

て活動する（事 -16 ㌻）  
☆ 

2 
地域で適切な避難行動を身に付けるための

自発的な防災訓練を実施していますか？  
はい 

い
い
え 

取 組 メ ニ ュー １ -②  災 害 図 上 訓 練

（DIG）を行う（事 -8 ㌻）  

取組メニュー２-②  参加者に楽しみを提

供する（事 -15 ㌻）  

取組メニュー５-①  自主防災組織が主

体となった防災訓練を行う（事 -40 ㌻） 

取組メニュー５-②  安否確認訓練を行

う（事 -43 ㌻）  

取組メニュー５-③  避難所開設訓練を

行う（事 -45 ㌻）  

☆☆ 

3 

災害のイメージや防災対策をよりわかりやすく

理解させるため、体験型の学習を実施してい

ますか？ 

はい 
い
い
え 

取組メニュー２-④  体験型の学習を行

う（事 -18 ㌻）  
☆☆ 

4 
住民の防災意識の向上のため、防災に関する

住民意識を把握していますか？  
はい 

い
い
え 

取組メニュー６-①  防災に関する意識

調査を行う（事 -51 ㌻）  
☆☆ 

5 
地域に日頃からの防災への備えを呼び掛ける

ため、講座や勉強会を開催していますか？  
はい 

い
い
え 

取組メニュー３-③  防災講座や勉強会

を開催する機会を設ける（事 -30 ㌻） 
☆☆ 

6 

自主防災組織が災害時に率先して対応でき

るように、避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）を実施し

ていますか？ 

はい 
い
い
え 

取組メニュー４-②  「避難所運営ゲーム

（HUG）」を行う（事 -36 ㌻）  
☆☆☆ 

7 
防災対策を充実させるためのワークショップを

実施していますか？ 
はい 

い
い
え 

取組メニュー３-②  ワークショップを行う  

（事 -29 ㌻）  
☆☆☆ 

Ⅲ  
 

防

災

力

を

広

げ

る 

１ 

地域内の

関係機関  

との連携・

協力  

1 
地域団体・組織（青年団等）と連携・協力して

いますか？ 
はい 

い
い
え 

取組メニュー２-⑤  地域団体・組織と連

携・協力する（事 -20 ㌻）  
☆☆ 

2 学校と連携・協力していますか？  はい 
い
い
え 

取組メニュー２-⑥  学校と連携・協力す

る（事 -22 ㌻）  
☆☆ 

3 
医療・福祉機関 ・企業等と連携 ・協力してい

ますか？ 
はい 

い
い
え 

取組メニュー２-⑦  医療・福祉機関、企

業等と連携・協力する（事 -24 ㌻） 
☆☆☆ 

②活動状況を確認する                   

 防災活動の中で、できているつもりのものや、やるべきことを見過ごしていること

もあります。このようなことがないように、現在の活動状況を役員同士などで確認し

合いながら、防災活動を継続することが重要です。  

様式２（取組チェックシート）を使い、自分たちの組織ができている取組、できて

いない取組を把握し、現状を確認してみましょう。  
 

 

 

主に、①活動計画を考える前、②各活動の最後（次年度活動計画を考える前）です。

それぞれの結果を比較してみましょう。  
 

 

  

自主防災組織の主要役員（数名）が集まり、自分たちの組織や活動状況についてチ

ェックしましょう。  

 

 

「はい」 :取組が十分にできている  

「いいえ」：まだやっていない取組（または、取組が十分ではない）  

※  チェックの結果、例えば「役員が災害時に率先して対応することは自覚しているが、

行政からの防災情報は理解していない」、「地域の様々な団体との協力体制はあるが、

日頃の交流がない」など様々なケースが考えられます。チェックの結果はあくまで目

安です。「できていない取組」については計画的に取り組んでいきましょう。  
 

 

 

「できている取組」は、その継続に努めましょう。「できていない取組」は、必要に

応じて見直しながら、できるところから継続的に実施しましょう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☑「地域防災力向上取組チェックシート」での診断は、いつ実施すればよいですか？  

☑チェック結果は、どう使ったらよいですか？  

☑「はい」「いいえ」は、どんな判断をすればよいですか？  

☑誰がチェックするのですか？  

取組が十分に  
できているか等  
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様式２  

地域防災力向上 取組チェックシート 
 

分

野  

区

分  
視点  No 設問  

回答  
(どちらかに

◯印 )  

取組メニュー（例示）  

チャレンジ  
レベル 

(☆多 :難 )  

Ⅰ    
 

基

礎

を

固

め

る 

１ 意思決定  

1 

災害時の共助活動の重要性を理解し、自主

防災組織が共助の中心として活動できるよう

話し合っていますか？  

はい 
い
い
え 

取組メニュー３-①  防災について話し合

う機会を設ける（事 -27 ㌻）  
☆ 

2 
防災活動に関する取組目標や防災活動計

画を作っていますか？ 
はい 

い
い
え 

２-３  活動の進め方とマニュアルの活用

方法（4 ㌻）  
☆ 

２ 
ルール検討  

・役割分担  

1 
災害時に活動を指揮できる人が一定数おり、

ルール・役割に関して話し合っていますか？  
はい 

い
い
え 

取組メニュー３-①  防災について話し合

う機会を設ける（事 -27 ㌻）  
☆ 

2 
地域の災害時における安否確認方法を決め

ていますか？ 
はい 

い
い
え 

取組メニュー４-③  要支援者の安否確

認方法を考える（事 -38 ㌻） 
☆☆ 

Ⅱ  
 

防

災

力

を

伸

ば

す 

１ 

防災資源

管理・情報

発信  

1 
地域内被害想定の危険箇所や防災資源を

踏まえた防災マップを作っていますか？  
はい 

い
い
え 

取組メニュー１-①  まち歩きを行う  

（事 -2 ㌻）  

取組メニュー４-①  防災マップを作る  

（事 -32 ㌻）  

☆☆ 

2 
地域内の防災活動等について定期的に情報

提供するためのチラシを作っていますか？  
はい 

い
い
え 

取組メニュー２-①  啓発・周知のための

チラシを作る（事 -11 ㌻）  
☆☆ 

２ 
活動継続  

・意識啓発  

1 
平時からの地域との連携を意識した防災活動

に向け、地域行事と連携していますか？  
はい 

い
い
え 

取組メニュー２-③  地域行事に合わせ

て活動する（事 -16 ㌻）  
☆ 

2 
地域で適切な避難行動を身に付けるための

自発的な防災訓練を実施していますか？  
はい 

い
い
え 

取 組 メ ニ ュー １ -②  災 害 図 上 訓 練

（DIG）を行う（事 -8 ㌻）  

取組メニュー２-②  参加者に楽しみを提

供する（事 -15 ㌻）  

取組メニュー５-①  自主防災組織が主

体となった防災訓練を行う（事 -40 ㌻） 

取組メニュー５-②  安否確認訓練を行

う（事 -43 ㌻）  

取組メニュー５-③  避難所開設訓練を

行う（事 -45 ㌻）  

☆☆ 

3 

災害のイメージや防災対策をよりわかりやすく

理解させるため、体験型の学習を実施してい

ますか？ 

はい 
い
い
え 

取組メニュー２-④  体験型の学習を行

う（事 -18 ㌻）  
☆☆ 

4 
住民の防災意識の向上のため、防災に関する

住民意識を把握していますか？  
はい 

い
い
え 

取組メニュー６-①  防災に関する意識

調査を行う（事 -51 ㌻）  
☆☆ 

5 
地域に日頃からの防災への備えを呼び掛ける

ため、講座や勉強会を開催していますか？  
はい 

い
い
え 

取組メニュー３-③  防災講座や勉強会

を開催する機会を設ける（事 -30 ㌻） 
☆☆ 

6 

自主防災組織が災害時に率先して対応でき

るように、避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）を実施し

ていますか？ 

はい 
い
い
え 

取組メニュー４-②  「避難所運営ゲーム

（HUG）」を行う（事 -36 ㌻）  
☆☆☆ 

7 
防災対策を充実させるためのワークショップを

実施していますか？ 
はい 

い
い
え 

取組メニュー３-②  ワークショップを行う  

（事 -29 ㌻）  
☆☆☆ 

Ⅲ  
 

防

災

力

を

広

げ

る 

１ 

地域内の

関係機関  

との連携・

協力  

1 
地域団体・組織（青年団等）と連携・協力して

いますか？ 
はい 

い
い
え 

取組メニュー２-⑤  地域団体・組織と連

携・協力する（事 -20 ㌻）  
☆☆ 

2 学校と連携・協力していますか？  はい 
い
い
え 

取組メニュー２-⑥  学校と連携・協力す

る（事 -22 ㌻）  
☆☆ 

3 
医療・福祉機関 ・企業等と連携 ・協力してい

ますか？ 
はい 

い
い
え 

取組メニュー２-⑦  医療・福祉機関、企

業等と連携・協力する（事 -24 ㌻） 
☆☆☆ 

③校区に必要な取組を検討する               

様式２（取組チェックシート）の結果をもとに、活動分野を把握しましょう。  

活動分野は、Ⅰ地域防災力の基礎を固める、 Ⅱ地域防災力を伸ばす、Ⅲ地域防災

力を広げるの３つに分けることができます。活動分野の具体的な実情把握には、様

式２（取組チェックシート）の結果（「はい」・「いいえ」）をもとに、「できている取

組」と、「できていない取組」を見比べながら、どの分野から優先的に取り組むべき

かについて検討します。  

各校区の実情に応じて、自分たちがどの現状にあるのか、次にどの分野の活動を

進めていくのかなどを検討しましょう。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組の検討にあたっては、様式２（取組チェックシート）の右欄「チャレンジレ

ベル」の☆印の数を参考に（☆印が多いほど難易度が高い）、取組の難易度を踏まえ

ながら検討しましょう。  

具体的な取組メニューは、巻末の｢取組メニュー事例集｣を参考にしてください。  

 

④活動計画を作る                     

次に、活動計画を立てます。活動計画の作成に先立って、マニュアル５ページの

①「校区の活動目標を立てる」で立てた「校区活動目標」と、様式２（取組チェッ

クシート）で検討した取組メニューをもとに、様式３（3 ヶ年程度の取組表、年間

活動計画表）を使い、取組メニューに対する活動テーマや実施時期などの検討を行

いましょう。検討した結果をもとに、年間の活動計画を作りましょう。  

 



 

8 

 

ステップ１  取組チェックシートから洗い出した取組の計画を立てます。  

  ３ヶ年程度を目安に、校区活動目標を達成するための活動テーマを決めます。  

例として次に、校区活動目標１つとそれに合わせた活動テーマを３つあげています。 

□  校区活動目標（例）  「地域に必要とされる自主防災組織への発展」  

  □  活動テーマ（例）  防災知識の向上、組織体制の強化、地域への啓発  

  前記３つの活動テーマをもとに、「３ヶ年程度の取組表」を作りましょう。次に  

作成例を挙げています。  
 

■「3 ヶ年程度の取組表」（例）  

活動テーマ  取組内容  実施頻度  １年目  ２年目  ３年目  

防災知識の  

向上  

勉強会の実施  年 2 回の役員会議に合わせる  ○  ○  ○  

防災マップの作成  年１回  ○  ○  ○  

組織体制の  

強化  

リーダーの育成  通年     

アンケート  

（ニーズ把握）  
年１回  ○  ○  ○  

地域への啓発  

地域行事と連携し

た防災活動の実施  
年２回の地域行事に合わせる  ○  ○  ○  

防災訓練の実施  年１回  ○  ○  ○  

ステップ２  1 年間の活動を計画します  

  「３ヶ年程度の取組表」をもとに、１年間で実施する活動内容を決め、「年間活動

計画表」を作ります。地域の行事予定も参考にしましょう。  

■年間活動計画表（例）  

  「３ヶ年程度の取組表」をもとに、「年間活動計画表」を作りましょう。  

活動内容  
４

月  

５

月  

６

月  

７

月  

８

月  

９

月  

10

月  

11

月  

12

月  

１

月  

２

月  

３

月  

１活動計画の作成  ●             

２防災知識の向上   

 ①勉強会の実施   ●         ●    

 ②防災マップの作成    ●  
まち歩き  

 
●       

３組織体制の強化   

 ①リーダーの育成  次年度から実施           

 ②アンケート  

  （ニーズ把握）  
       ●      

４地域への啓発   

 ①地域行事と連携した  

  防災活動の実施  
    ●      ●    

 ②防災訓練の実施         ●      

５活動の検証   

 ①活動の振り返り         ●    ●   

 ②次年度計画の作成             ●  

  まずは、１年間の活動計画を作り、活動量を把握することが大切です。活動内容ご

とに詳細な実施時期を検討しましょう。  

  お祭りや運動会など、防災以外の地域行事の機会を活用し、防災意識の啓発活動を

行うなど、工夫してみましょう。  

  無理なく、長期で活動しましょう。例として３ヶ年程度としましたが、役員任期な

どに合わせて計画することも有効です。  

ワ ン  
ポイント  
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⑤活動する                        

年間活動計画に基づいた活動を実践しましょう。（以下、各校区取組事例など参照） 

なお、様式集の様式４～６に、まち歩きに活用できる「様式４（まち歩きチェッ

クリスト）」や、避難所となる学校施設の環境確認をする「様式６（学校施設歩きチ

ェックリスト）」などを参考に添付しています。活動時に活用してみましょう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年度  避難所運営ワークショップ（登美丘西校区の例）【事 -29 ㌻参照】  

平成 28 年度  避難所開設・運営訓練（八上校区 の例）【事 -45 ㌻参照】  

平成 29 年度  まち歩き（鳳校区の例）【事 -2 ㌻参照】  
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①年代 

 

②性別 

 

③一時避難所に避難後、指定避難所へ移動 

 

④一時避難所までの経路 

（③「はい」回答の方のみ） 

 

⑤自分の地域の一時避難所の認知度 

（③「いいえ」）回答の方のみ） 

 

⑥避難所レイアウト訓練 

 

 

 

(1)男性

41.0%

(2)女性

57.4%

無回答

1.6%

(1)男性

(2)女性

無回答

(1)はい

68.9%

(2)いいえ

26.2%

無回答

4.9%

(1)はい

(2)いいえ

無回答

(1)～20歳未満

5.5%
(2)20歳～30

歳未満 0.5%
(3)30歳～40

歳未満 2.2%

(4)40歳～50

歳未満 8.7%

(5)50歳～60

歳未満 15.8%

(6)60歳～70

歳未満 31.7%

(7)70歳以上

34.4%

無回答 1.1%

(1)～20歳未満

(2)20歳～30歳未満

(3)30歳～40歳未満

(4)40歳～50歳未満

(5)50歳～60歳未満

(6)60歳～70歳未満

(7)70歳以上

無回答

(1)おおむ

ね分かった

61.2%

(2)少し分

かった

29.0%

(3)分からな

かった

4.4%

無回答

5.5%

(1)おおむね分かった

(2)少し分かった

(3)分からなかった

無回答

(1)知っている

58.3%

(2)知らない

33.3%

無回答

8.3%

(1)知っている

(2)知らない

無回答(1)おおむ

ね決めてい

る

91.3%

(2)決めて

いない

7.1%

無回答

1.6%

(1)おおむね決めている

(2)決めていない

無回答

⑥活動を振り返る                     

活動後の反省会や年度の最後などに、「できたこと」、「できなかったこと」などを

振り返り、検証しましょう。活動ポイントとなる写真や参加者が撮影した写真をス

クリーンに映したりしながら、関係者から発表してもらうと、楽しく振り返ること

ができます。また、「アンケート」などを組み合わせると、課題等がより具体的に浮

かび上がります。様式集に様式 7（アンケート様式（例））を添付しています。参考

にし、活用してみましょう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦次年度活動計画を作る                  

振り返り結果を踏まえ、次年度活動計画を作りましょう。  

計画づくりにあたっては、振り返り結果の中で、「できたこと」や「できなかったこ

と」を踏まえながら、防災活動を客観的な視点で広く見渡し、取組がバランス良く行

われることが重要です。  

計画づくりは実行可能なものが望まれますが、地域防災力向上のためには、できた

ことを踏まえ、よりチャレンジレベルの高い取組に向けて努力することも必要です。  

また、できなかったことについては、理由を明らかにし、どうすればできるのかな

ど、取組時期や内容を再度検討したうえで、チャレンジしてみましょう（例：安否未

確認者ゼロ、定期的にちらしを作る等）。  

■活動計画表の見直しの視点（例）  

 

活動内容  
４

月  

５

月  

６

月  

７

月  

８

月  

９

月  

10

月  

11

月  

12

月  

１

月  

２

月  

３

月  

１活動計画の作成  ●             

２防災知識の向上   

 ①勉強会の実施   ●         ●    

 ②防災マップの作成    ●  
まち歩き  

 
●       

３組織体制の強化   

 ①リーダーの育成  次年度から実施           

 ②アンケート  

  （ニーズ把握）  
       ●      

４地域への啓発   

 ①地域行事と連携した  

  防災活動の実施  
    ●      ●    

 ②防災訓練の実施         ●      

５活動の検証   

 ①活動の振り返り         ●    ●   

 ②次年度計画の作成             ●  

 

例）アンケート結果から振り返る  

まち歩きは、うまくできた  

⇒次 年 度は 、☆ 印 の多 い 取

組にチャレンジしよう  

結果の共有が十分できなかった  

⇒次年度は、ちらしを作ろう  

安否確認訓練に時間がかなりかかった  

⇒次年度は、目標時間を設定しよう  

例）写真をベースに振り返る  



 

11 

 

 分

野 
活動分野 活動テーマ 

分

類 
活動の指標 活動評価の視点 

取組チェックシートの

視点 
取組チェックシートの内容 

取組メニュー 

（事例集） 

地区防災計画ひな形（校区カルテ）等への 

取組メニュー成果の反映例 

 

１ 
地域防災力の 

基礎を固める 

防災活動を見直す  

組

織 

災害時の共助活動の中心であ

ることを理解する。 

自主防災活動の

重要性の理解と

継続体制の確立 

意思決定 

災害時の共助活動の重要性を理解し、自主防災組織が共

助の中心として活動できるよう話し合っていますか？  
防災について話し合う機会を設ける 

地区防災計画ひな形（校区カルテ） 

目次 

 

・1     基本方針 

・３    本計画の評価と見直し        

・4     校区活動目標 

・6    「平常時」の取組 

・7    「災害時（非常時）」の取組  

・7―１ 各組織と役割 

・7―2 避難行動の流れと実施事項  

避難所運営マニュアル（ひな形） 

目次 

 

・第 2 

避難所運営の方針と役割  

・第３  

避難所運営における事前対策 

・第５  

居住組、各活動班の役割  

 防災活動に関する取組目標や防災活動計画を作っていま

すか？ 
活動計画を作る 

 
役

員 

自主防災活動の進め方を検討

する。 

自主防災組織の

管理・監督 

ルール検討・ 

役割分担 

災害時に活動を指揮できる人が一定数おり、ルール・役

割に関して話し合っていますか？ 
防災について話し合う機会を設ける 

 地域の災害時における安否確認方法を決めていますか？ 要支援者の安否確認方法を考える 

 

防災リーダーの発掘  

地

域 

自主防災活動の必要性を理解

する。 
地域内での人材

発掘 

災害時の共助活動の重要性を理解し、自主防災組織が共

助の中心として活動できるよう話し合っていますか？ 
防災について話し合う機会を設ける  

人

材 

防災に関心の高い人などを発

掘する。 

 

２ 
地域防災力を 

伸ばす 

防災意識の向上  

組

織 

多くの人に参加してもらえる

よう活動を工夫する 

校区内の組織体

制と役割・ルー

ルに関する周知 防災資源の管理・

情報発信 

地域内の防災活動等について定期的に情報提供するため

のチラシを作っていますか？ 
啓発・周知のためのチラシを作る 

地区防災計画ひな形（校区カルテ） 

目次 

 

・5―1(2)  施設・地域資源 

・5―1(3)  防災マップ 

・5―2  計画が対象とする災害 

・6    「平常時」の取組 

・7    「災害時（非常時）」の取組 

・7―1 各組織と役割 

・7―2 避難行動の流れと実施事項 

避難所運営マニュアル（ひな形） 

目次 

 

・第１ 

 避難所開設・運営の流れ  

・第 3―１  

 避難所としての施設利用  

・第 4 

避難所の開設 

・第 6  

要配慮者への配慮 

 

 

 

 
役

員 

災害時に迅速に活動できるよ

う役割分担を決める 
地域資源の把握 

地域内被害想定の危険個所や防災資源を踏まえた「防災

マップ」を作成していますか。 

まち歩きを行う 

防災マップを作る 

 

地

域 

自助の知識を深め、各家庭の防

災対策を充実する 

地域内啓発・活

動による検証と

振返り 
活動継続・ 

意識啓発 

平時からの地域との連携を意識した防災活動に向け、地

域行事と連携していますか？ 
地域行事に合わせて活動する 

 

地域で適切な避難行動を身に付けるための自発的な防災

訓練を実施していますか？ 

災害図上訓練（DIG）を行う 

参加者に楽しみを提供する 

自主防災組織が主体となった防災訓練を行う 

安否確認訓練を行う 

避難所開設訓練を行う 

 災害のイメージや防災対策をよりわかりやすく理解させ

るため、体験型の学習を実施していますか？ 
体験型の学習を行う 

 住民の防災意識の向上のため、防災に関する住民意識を

把握していますか？ 
防災に関する意識調査を行う 

 地域に日頃からの防災への備えを呼び掛けるため、講座

や勉強会を開催していますか？ 
防災講座や勉強会を開催する機会を設ける 

 

防災リーダーの育成  
人

材 
防災リーダーを育成する 

実践的な取組に

よるリーダーの

育成 

自主防災組織が災害時に率先して対応できるように、避

難所運営ゲーム（ＨＵＧ）を実施していますか？ 
「避難所運営ゲーム（HUG）」を行う 

 防災対策を充実させるためのワークショップを実施して

いますか？ 
ワークショップを行う 

 

３ 
地域防災力を 

広げる 

・地域との連携・協力  

・人材の輪を広げる  

組

織 
地域全体で活動する 

地域内の防災以

外の活動団体・

組織との連携 

地域内の関係機関との

連携・協力 

地域団体・組織（ＰＴＡ、子供会、青年団等）と連携・

協力していますか。 
地域団体・組織と連携・協力する 

地区防災計画ひな形（校区カルテ） 

目次 

 

・5―1 施設・地域資源 

・7―1 各組織と役割 

・7―2 避難行動の流れと実施事項 

・7―4 福祉避難所への搬送 

・資料編 10 防災関係機関連絡先一覧 

避難所運営マニュアル（ひな形） 

目次 

 

・第 2―4 

関係機関の役割 

・第 3―１ 

 避難所としての施設利用  

・第 3―2 

避難所運営組織の育成 

・第 6  

要配慮者への配慮 

 

役

員 

先導役として様々な防災知識

を身につける 校区内に存在す

る学校、企業等

との連携の必要

性を理解し、促

進する 

学校と連携・協力していますか。 学校と連携・協力する 

 
医療・福祉機関・企業等と連携・協力していますか。 医療・福祉機関、企業等と連携・協力する 

 
地

域 
共助を意識し、連携・協力する 

学校と連携・協力していますか。 学校と連携・協力する 

 医療・福祉機関・企業等と連携・協力していますか。 医療・福祉機関、企業等と連携・協力する 

 人

材 

多様な防災主体とコミュニケ

ーションを図る 

学校と連携・協力していますか。 学校と連携・協力する 

 医療・福祉機関・企業等と連携・協力していますか。 医療・福祉機関、企業等と連携・協力する 
          

 分

野 
活動分野 活動テーマ 

分

類 
活動の指標 活動評価の視点 

取組チェックシートの

視点 
取組チェックシートの内容 

取組メニュー 

（事例集） 

地区防災計画ひな形（校区カルテ）等への 

取組メニュー成果の反映例 

 

１ 
地域防災力の 

基礎を固める 

防災活動を見直す  

組

織 

災害時の共助活動の中心であ

ることを理解する。 

自主防災活動の

重要性の理解と

継続体制の確立 

意思決定 

災害時の共助活動の重要性を理解し、自主防災組織が共

助の中心として活動できるよう話し合っていますか？  
防災について話し合う機会を設ける 

地区防災計画ひな形（校区カルテ） 

目次 

 

・1     基本方針 

・３    本計画の評価と見直し        

・4     校区活動目標 

・6    「平常時」の取組 

・7    「災害時（非常時）」の取組  

・7―１ 各組織と役割 

・7―2 避難行動の流れと実施事項  

避難所運営マニュアル（ひな形） 

目次 

 

・第 2 

避難所運営の方針と役割  

・第３  

避難所運営における事前対策 

・第５  

居住組、各活動班の役割  

 防災活動に関する取組目標や防災活動計画を作っていま

すか？ 
活動計画を作る 

 
役

員 

自主防災活動の進め方を検討

する。 

自主防災組織の

管理・監督 

ルール検討・ 

役割分担 

災害時に活動を指揮できる人が一定数おり、ルール・役

割に関して話し合っていますか？ 
防災について話し合う機会を設ける 

 地域の災害時における安否確認方法を決めていますか？ 要支援者の安否確認方法を考える 

 

防災リーダーの発掘  

地

域 

自主防災活動の必要性を理解

する。 
地域内での人材

発掘 

災害時の共助活動の重要性を理解し、自主防災組織が共

助の中心として活動できるよう話し合っていますか？ 
防災について話し合う機会を設ける  

人

材 

防災に関心の高い人などを発

掘する。 

 

２ 
地域防災力を 

伸ばす 

防災意識の向上  

組

織 

多くの人に参加してもらえる

よう活動を工夫する 

校区内の組織体

制と役割・ルー

ルに関する周知 防災資源の管理・

情報発信 

地域内の防災活動等について定期的に情報提供するため

のチラシを作っていますか？ 
啓発・周知のためのチラシを作る 

地区防災計画ひな形（校区カルテ） 

目次 

 

・5―1(2)  施設・地域資源 

・5―1(3)  防災マップ 

・5―2  計画が対象とする災害 

・6    「平常時」の取組 

・7    「災害時（非常時）」の取組 

・7―1 各組織と役割 

・7―2 避難行動の流れと実施事項 

避難所運営マニュアル（ひな形） 

目次 

 

・第１ 

 避難所開設・運営の流れ 

・第 3―１  

 避難所としての施設利用  

・第 4 

避難所の開設 

・第 6  

要配慮者への配慮 

 

 

 

 
役

員 

災害時に迅速に活動できるよ

う役割分担を決める 
地域資源の把握 

地域内被害想定の危険個所や防災資源を踏まえた「防災

マップ」を作成していますか。 

まち歩きを行う 

防災マップを作る 

 

地

域 

自助の知識を深め、各家庭の防

災対策を充実する 

地域内啓発・活

動による検証と

振返り 
活動継続・ 

意識啓発 

平時からの地域との連携を意識した防災活動に向け、地

域行事と連携していますか？ 
地域行事に合わせて活動する 

 

地域で適切な避難行動を身に付けるための自発的な防災

訓練を実施していますか？ 

災害図上訓練（DIG）を行う 

参加者に楽しみを提供する 

自主防災組織が主体となった防災訓練を行う 

安否確認訓練を行う 

避難所開設訓練を行う 

 災害のイメージや防災対策をよりわかりやすく理解させ

るため、体験型の学習を実施していますか？ 
体験型の学習を行う 

 住民の防災意識の向上のため、防災に関する住民意識を

把握していますか？ 
防災に関する意識調査を行う 

 地域に日頃からの防災への備えを呼び掛けるため、講座

や勉強会を開催していますか？ 
防災講座や勉強会を開催する機会を設ける 

 

防災リーダーの育成  
人

材 
防災リーダーを育成する 

実践的な取組に

よるリーダーの

育成 

自主防災組織が災害時に率先して対応できるように、避

難所運営ゲーム（ＨＵＧ）を実施していますか？ 
「避難所運営ゲーム（HUG）」を行う 

 防災対策を充実させるためのワークショップを実施して

いますか？ 
ワークショップを行う 

 

３ 
地域防災力を 

広げる 

・地域との連携・協力  

・人材の輪を広げる  

組

織 
地域全体で活動する 

地域内の防災以

外の活動団体・

組織との連携 

地域内の関係機関との

連携・協力 

地域団体・組織（ＰＴＡ、子供会、青年団等）と連携・

協力していますか。 
地域団体・組織と連携・協力する 

地区防災計画ひな形（校区カルテ） 

目次 

 

・5―1(2)  施設・地域資源 

・7―1 各組織と役割 

・7―2 避難行動の流れと実施事項 

・7―4 福祉避難所への搬送 

・資料編 10 防災関係機関連絡先一覧 

避難所運営マニュアル（ひな形） 

目次 

 

・第 2―4 

関係機関の役割 

・第 3―１ 

 避難所としての施設利用  

・第 3―2 

避難所運営組織の育成 

・第 6  

要配慮者への配慮 

 

役

員 

先導役として様々な防災知識

を身につける 校区内に存在す

る学校、企業等

との連携の必要

性を理解し、促

進する 

学校と連携・協力していますか。 学校と連携・協力する 

 
医療・福祉機関・企業等と連携・協力していますか。 医療・福祉機関、企業等と連携・協力する 

 
地

域 
共助を意識し、連携・協力する 

学校と連携・協力していますか。 学校と連携・協力する 

 医療・福祉機関・企業等と連携・協力していますか。 医療・福祉機関、企業等と連携・協力する 

 人

材 

多様な防災主体とコミュニケ

ーションを図る 

学校と連携・協力していますか。 学校と連携・協力する 

 医療・福祉機関・企業等と連携・協力していますか。 医療・福祉機関、企業等と連携・協力する 

 

⑧地区防災計画ひな形（校区カルテ）等へ反映する      

振り返りの結果等は、地区防災計画ひな形（校区カルテ）、校区避難所運営マニュ

アルひな形へ反映しましょう。主な反映ポイントは、以下の「活動分野と取組メニ

ューの関係」（事-1 ㌻）のとおりです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨地区防災計画                           

前記の①～⑧を繰り返すことで、地区防災計画の要件を満たす場合は、地区防災

計画へのステップアップを検討しましょう。  

堺市の「地区防災計画制度」の要件では、「地域防災力向上マニュアル」の様式２

（取組チェックシート）による取組状況などを確認することとしています。  

また、策定に必要な事務手続きなどは、「堺市地区防災計画作成の手引き」をご参

照ください。  

活動分野と取組メニューの関係（抜粋版）  

取組メニューの成果について  

「地区防災計画ひな形（校区カルテ）」等への

反映箇所の例を記載しています。  



 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 



 

   

 

 

 

 

 

様 式 集 
 



 

様-1 

 

様式１  

校区活動目標シート 

(１)めざすべき校区の姿  
 

 

 

 

 

 

(２)校区の課題  
 

 

 

 

 

 

 

(３)年間の取組計画  
 

 

 

 

 

 

 

 

～参考：めざすべき校区の姿と課題、取組計画に関して～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式３（３ヶ年程度の取組表・年間活動計画表）参照  

 

 

 めざすべき 

校区の姿  

 将来 

年間の取組計画 

 現状 

 課題 



 

様-2 

 

様式２  

地域防災力向上 取組チェックシート 
 

分

野  

区

分  
視点  No 設問  

回答  
(どちらかに

◯印 )  

取組メニュー（例示）  

チャレンジ  
レベル 

(☆多 :難 )  

Ⅰ    
 

基

礎

を

固

め

る 

１ 意思決定  

1 

災害時の共助活動の重要性を理解し、自主

防災組織が共助の中心として活動できるよう

話し合っていますか？  

はい 
い
い
え 

取組メニュー３-①  防災について話し合

う機会を設ける（事 -27 ㌻）  
☆ 

2 
防災活動に関する取組目標や防災活動計

画を作っていますか？  
はい 

い
い
え 

２-３  活動の進め方とマニュアルの活用

方法（4 ㌻）  
☆ 

２ 
ルール検討  

・役割分担  

1 
災害時に活動を指揮できる人が一定数おり、

ルール・役割に関して話し合っていますか？  
はい 

い
い
え 

取組メニュー３-①  防災について話し合

う機会を設ける（事 -27 ㌻）  
☆ 

2 
地域の災害時における安否確認方法を決め

ていますか？ 
はい 

い
い
え 

取組メニュー４-③  要支援者の安否確

認方法を考える（事 -38 ㌻） 
☆☆ 

Ⅱ  
 

防

災

力

を

伸

ば

す 

１ 

防災資源

管理・情報

発信  

1 
地域内被害想定の危険箇所や防災資源を

踏まえた防災マップを作っていますか？  
はい 

い
い
え 

取組メニュー１-①  まち歩きを行う  

（事 -2 ㌻）  

取組メニュー４-①  防災マップを作る  

（事 -32 ㌻）  

☆☆ 

2 
地域内の防災活動等について定期的に情報

提供するためのチラシを作っていますか？  
はい 

い
い
え 

取組メニュー２-①  啓発・周知のための

チラシを作る（事 -11 ㌻）  
☆☆ 

２ 
活動継続  

・意識啓発  

1 
平時からの地域との連携を意識した防災活動

に向け、地域行事と連携していますか？  
はい 

い
い
え 

取組メニュー２-③  地域行事に合わせ

て活動する（事 -16 ㌻）  
☆ 

2 
地域で適切な避難行動を身に付けるための

自発的な防災訓練を実施していますか？  
はい 

い
い
え 

取 組 メ ニ ュー １ -②  災 害 図 上 訓 練

（DIG）を行う（事 -8 ㌻）  

取組メニュー２-②  参加者に楽しみを提

供する（事 -15 ㌻）  

取組メニュー５-①  自主防災組織が主

体となった防災訓練を行う（事 -40 ㌻） 

取組メニュー５-②  安否確認訓練を行

う（事 -43 ㌻）  

取組メニュー５-③  避難所開設訓練を

行う（事 -45 ㌻）  

☆☆ 

3 

災害のイメージや防災対策をよりわかりやすく

理解させるため、体験型の学習を実施してい

ますか？ 

はい 
い
い
え 

取組メニュー２-④  体験型の学習を行

う（事 -18 ㌻）  
☆☆ 

4 
住民の防災意識の向上のため、防災に関する

住民意識を把握していますか？  
はい 

い
い
え 

取組メニュー６-①  防災に関する意識

調査を行う（事 -51 ㌻）  
☆☆ 

5 
地域に日頃からの防災への備えを呼び掛ける

ため、講座や勉強会を開催していますか？  
はい 

い
い
え 

取組メニュー３-③  防災講座や勉強会

を開催する機会を設ける（事 -30 ㌻） 
☆☆ 

6 

自主防災組織が災害時に率先して対応でき

るように、避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）を実施し

ていますか？ 

はい 
い
い
え 

取組メニュー４-②  「避難所運営ゲーム

（HUG）」を行う（事 -36 ㌻）  
☆☆☆ 

7 
防災対策を充実させるためのワークショップを

実施していますか？  
はい 

い
い
え 

取組メニュー３-②  ワークショップを行う  

（事 -29 ㌻）  
☆☆☆ 

Ⅲ  
 

防

災

力

を

広

げ

る 

１ 

地域内の

関係機関  

との連携・

協力  

1 
地域団体・組織（青年団等）と連携・協力して

いますか？ 
はい 

い
い
え 

取組メニュー２-⑤  地域団体・組織と連

携・協力する（事 -20 ㌻）  
☆☆ 

2 学校と連携・協力していますか？  はい 
い
い
え 

取組メニュー２-⑥  学校と連携・協力す

る（事 -22 ㌻）  
☆☆ 

3 
医療・福祉機関 ・企業等と連携 ・協力してい

ますか？ 
はい 

い
い
え 

取組メニュー２-⑦  医療・福祉機関、企

業等と連携・協力する（事 -24 ㌻） 
☆☆☆ 
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様式３  

３ヶ年程度の取組表・年間活動計画表 

 

①３ヶ年程度の取組表  

活動テーマ  取組内容  実施頻度  １年目  ２年目  ３年目  

 

     

     

 

     

     

 

     

     

 

     

     

 

     

     

 

②年間活動計画表  

活動内容  
４

月  

５

月  

６

月  

７

月  

８

月  

９

月  

10

月  

11

月  

12

月  

１

月  

２

月  

３

月  
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様式４  

まち歩きチェックリスト 
 

視点  
✓  

チェック  
チェック項目  

活用

資源  
番号  

ア  

火災・延焼  

✔  家屋の周囲に燃えやすいもの（材木や建材を含む）がある   ア -１  

✔  
近くに危険物・可燃物を扱う施設がある（ガソリンスタンドを

含む）  
 ア -２  

✔  緊急車両が入れない地域がある   ア -３  

イ  

家屋  

✔  夜間無人となる施設や倉庫がある   イ -１  

✔  近くに老朽化した空き家がある   イ -２  

ウ  
避難行動  

✔  道幅 1.5ｍ以下の道路がある   ウ -１  

✔  ガラスの破損・飛散の恐れのある高い建物がある   ウ -２  

✔  
ベランダなどから物の落ちるおそれのあるマンション・住居が
ある  

 ウ -３  

✔  風や地震などで飛ばされる恐れのある広告物がある   ウ -４  

✔  倒壊して道路をふさぐ恐れのある建造物がある   ウ -５  

✔  狭い道路に面して転倒防止をしていない高い塀がある   ウ -６  

✔  ひび割れ、欠損、剥離のあるブロック塀がある   ウ -７  

✔  
地震や津波の際、危険を避けるために逃げ込める耐震建築があ
る  

資）  ウ -８  

✔  一時避難ないし滞留を受け入れてくれそうな事業所がある  資）  ウ -９  

✔  公衆電話の位置を把握している  資）  ウ -10 

✔  地面にひび割れがある   ウ -11 

✔  道路工事中の区間がある   ウ -12 

エ  
地域住民  

✔  
近くに高齢の独居老人（昼間だけ一人の方を含む）が暮らして
いる  

 エ -１  

✔  近くに日本語のわからない外国人がいる   エ -２  

✔  自治会未加入者のマンション、住宅がある   エ -３  

オ  
避難生活  

✔  近くに福祉避難所がある  資）  オ -１  

✔  近くに公立・民間の保育園がある  資）  オ -２  

✔  周辺の医院（病院）とその種類を把握している  資）  オ -３  

✔  生活用水に利用できそうな井戸がある  資）  オ -４  

✔  近くに災害時にテント生活ができる公園がある  資）  オ -５  

✔  近くにスーパーマーケット、ホームセンターがある  資）  オ -６  

✔  医師の処方箋による医薬品の買える薬局がある  資）  オ -７  

カ  
救援  

✔  パワーショベルや建物の解体用機器をもっている事業所がある  資）  カ -１  

✔  防災備蓄倉庫の場所を把握している  資）  カ -２  

✔  
指定避難所のスペース不足で保管できない支援物資を保管でき
る施設がある  

資）  カ -３  

キ  救助  ✔  ＡＥＤの設置場所を把握している  資）  キ -１  

ク  
水害  

✔  河川の通常水位よりも低い土地がある   ク -１  

✔  河川に草木が繁茂し水の流れを妨げ増水時に越流の恐れがある   ク -２  

✔  橋脚の間隔が狭く流木等が引っ掛かりやすい橋がある   ク -３  

✔  雨が降るとあふれやすい箇所がある   ク -４  

✔  過去に氾濫した箇所がある   ク -５  

✔  川の流域近くに民家が多い   ク -６  

✔  浸水時、道路との境界がわかりにくくなる水路や側溝がある   ク -７  

✔  浸水すると歩道と道路の段差がわかりづらい箇所がある   ク -８  

✔  大雨で川のようになる傾斜路がある   ク -９  

✔  アンダーパスや地下道があり浸水時通れなくなる恐れがある   ク -10 

✔  水はけの悪い土地がある   ク -11 

✔  側溝や水路に雑草が繁茂し、ごみがたまっている   ク -12 

✔  過去にがけ崩れがあった   ク -13  
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様式５  

防災マップ作成様式 

 

                                      N 
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様式６  

学校施設歩きチェックリスト 

①学校施設【内部】  

項目  点検の視点  結果コメント  

居
住
ス
ペ
ー
ス 

①  

居住スペース  

広い方が望ましいですが、多くの避難者が

見込まれることから、面積が限られます。  
 

②  

居住班の  

割り振り  

地区ごとに割り振るとコミュニティの維持

につながり、避難所生活でも安心感が得ら

れます。  

 

③  

通路  

車いすの通行を考慮すると 1.5m 程度必要

です。出入り口付近などの施設利用を妨げ

ない場所に設置します。  

 

介
護
・
医
療
ス
ペ
ー
ス 

④  

救護室  

体を横たわることができる部屋があれば望

ましいです。容体の変化も考慮して、必要

に応じて、予備的なスペースも確保します。 

 

⑤  

要配慮者  

スペース  

要配慮者の健康維持に配慮して配置しま

す。必要に応じて、予備的なスペースもで

きれば確保します。  

 

運
営
に
必
要
な
ス
ペ
ー
ス 

⑥  

本部  

避難所全体の状況を把握しやすい場所が適

しています。避難所運営委員会などを開く

ため、会議が行えるスペースも合わせて考

えます。  

 

⑦  

炊き出し  

スペース  

屋外に配置する場合は、火気の取り扱いに

注意するとともに、水場などが利用しやす

い場所が利用に向いています。  

 

⑧  

支援物資関連  

スペース  

搬入がしやすく管理が容易な場所、避難者

に受け渡しがしやすい場所に配置します。

運営の透明化のため、避難者から支援物資

が見える場所に配置することも有効です。  

 

共
有
ス
ペ
ー
ス 

⑨  

多目的  

スペース  

個別相談の場所などを想定し、利用します。

テレビ等を置いて情報収集の場とすること

や、支援物資の受け渡しなどにも活用する

ことができます。  

 

⑩  

更衣室  

更衣スペースとして、外部からの視線など、

プライバシーが確保できる空間を確保しま

す。  
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②学校施設【外部】  

項  目  点検の視点  結果コメント  

⑪  

駐車スペース  

避難者用の駐車スペースを設ける場合

は、他の用途として利用する場合が無い

か確認する必要があります。  

 

⑫  

物資受入場所  

車両の進入が可能で、物資の保管場所に

近い位置に設置すると荷物の積み下ろし

作業が容易です。  

 

⑬  

ゴミ置き場  

車両進入の妨げにならない場所で、収集

車による回収が容易な場所に設置しま

す。臭いが居住スペースに届かないよう

配慮します。  

 

⑭  

仮設トイレ  

臭いが居住スペースに届かないよう一定

の距離をとりますが、防犯上、人目につ

かない場所は避けます。  

 

⑮  

ペットスペース  
鳴き声や臭いなどに配慮し設置します。   

⑯  

喫煙スペース  

施設の方針（敷地内全面禁煙など）に従

う必要がありますが、設置する場合は火

気や臭い等に注意します。  

 

⑰  

情報掲示板  

避難所外避難者が情報を確認しに来るこ

ともあるので、屋外に設置します。  
 

⑱  

洗濯スペース  

物干しスペースが近くなるよう配置しま

す。  
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様式７  

アンケート様式（例） 

 

実施日：     年    月    日（   曜日）  

    校区名：          

年齢：（いずれかの番号に○印を付けてください）  

【① 20 歳未満  ②20 歳～30 歳未満   ③30 歳～40 歳未満  

④40 歳～50 歳未満  ⑤50 歳～60 歳未満  ⑥60 歳～70 歳未満  ⑦70 歳以上】  

性別：  【   】  

所属町内会をご記入ください。  

以下の設問について、番号に○印を付けてください。また、記入をお願いします。  

１．今朝は、一時避難所に避難してから、指定避難所（〇〇小学校）に来ましたか？  

①はい     ②いいえ  

【上記「①はい」回答の方へ】  

１－１  自分の地域の一時避難所までの経路を決めていますか？  

 ①おおむね決めている（複数）②決めていない  

 【上記「②いいえ」回答の方へ】  

１－２  自分の地域の一時避難所を知っていますか？  

 ①知っている    ②知らない  

２．避難所開設訓練については、参考になりましたか？  

①おおむね分かった   ②少し分かった   ③分からなかった  

３．煙体験・起震車体験訓練については、参考になりましたか？  

①おおむね分かった   ②少し分かった   ③分からなかった  

４．防災グッズや防災写真パネル展示については、参考になりましたか？  

①おおむね分かった   ②少し分かった   ③分からなかった  

５．備蓄倉庫の開放見学については、参考になりましたか？  

①おおむね分かった   ②少し分かった   ③分からなかった  

６．今後も防災訓練に参加しようと思いますか？  

①参加していきたい   ②参加したくない   ③どちらでもない  

７．本日の防災訓練に関する感想をご自由にご記入ください。  

 

 

 

ご協力ありがとうございました。  
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 活動分野と取組メニューの関係 
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事-2 

 

取組メニュー１  地域特性を把握する           

①まち歩きを行う  
  地域において、災害時に危険と思う場所、あるいは災害時に役に立つと思う場所・

資源を地域の関係者間で共有することを目的に行います。  

1 対象者  □自主防災組織の役員  □地域住民  

2 準備するもの  
□様式 4（まち歩きチェックリスト）□地域の地図  

□筆記具    □カメラ    （必要に応じて、メジャー等）  

3 実施ポイント  

 地形状況や危険箇所、あるいは車椅子が通れない道の確認な

ど、普段は意外と知らない自分のまちの特徴を知ることが、自

主防災活動を考えていく第一歩となります。チェックリストを

参考に､実際にまちを歩いて確認しましょう。  

 

  ステップ１  目的と歩く範囲、時間を決めます  

  チェックリストと地図を参考に、まち歩きの目的と歩く範囲（確認事項、コース等）、

時間を決めます。地図はなるべく地域情報が書かれたものを用意しましょう。  

  ステップ２  チェックリストを参考に現地を歩きます  

  チェックリストに該当する項目を、歩いて確認し、まち歩きでの気付きを地図に書

き込みましょう。  

  気になる箇所は写真に収め、必要に応じて撮影ポイントを地図に記入します。  

  ステップ３  まち歩き結果を地図に書き込み、話し合いを行います  

  気になった箇所などを１枚の地図にまとめます。また、整理した結果をもとに話し

合い、参加者全員で情報共有します。  

  ステップ４  書き込んだ地図を地域に発信します  

  まち歩きの結果を整理した地図は、後に、戸別配布や公民館・集会所に掲示するな

ど、成果として地域全体で情報共有しましょう。  

 

1 実施地域  鳳校区  

2 実施時期  平成 29 年 10 月  

３  参加者  自主防災組織の役員、地域住民  

４  準備品  
□まち歩き図  □まち歩きチェックリスト（事-３㌻参照）  

□筆記具    □付箋    □カメラ  

５  実施内容  

【実施テーマ】災害を知る、話し合う（防災上の課題出し）  

［まち歩きコース：4 班 :各約２km］  

 大規模災害時に危険な場所、あるいは役に立つ場所・資源等

の気付きを関係者間で情報共有する。①全体説明→②まち歩き

（災害を知る：鳳小学校を起終点）→③話し合う（防災上の課

題出し）→④発表する（今後に向けて）→⑤まとめ  

 

 

 

事  例  

手  順  



 

事-3 

 

  チェックリスト例（鳳校区まち歩き）  
 

 

視点  
✓  

チェック  
チェック項目  

活用  

資源  
番号  

ア  

火災・延焼  

✔  家屋の周囲に燃えやすいもの（材木や建材を含む）がある   ア -１  

✔  
近くに危険物・可燃物を扱う施設がある（ガソリンスタンドを

含む）  
 ア -２  

✔  緊急車両が入れない地域がある   ア -３  

イ  

家屋  

✔  夜間無人となる施設や倉庫がある   イ -１  

✔  近くに老朽化した空き家がある   イ -２  

ウ  
避難行動  

✔  道幅 1.5ｍ以下の道路がある   ウ -１  

✔  ガラスの破損・飛散の恐れのある高い建物がある   ウ -２  

✔  
ベランダなどから物の落ちるおそれのあるマンション・住居が
ある  

 ウ -３  

✔  風や地震などで飛ばされる恐れのある広告物がある   ウ -４  

✔  倒壊して道路をふさぐ恐れのある建造物がある   ウ -５  

✔  狭い道路に面して転倒防止をしていない高い塀がある   ウ -６  

✔  ひび割れ、欠損、剥離のあるブロック塀がある   ウ -７  

✔  
地震や津波の際、危険を避けるために逃げ込める耐震建築があ
る  

資）  ウ -８  

✔  一時避難ないし滞留を受け入れてくれそうな事業所がある  資）  ウ -９  

✔  公衆電話の位置を把握している  資）  ウ -10 

✔  地面にひび割れがある   ウ -11 

✔  道路工事中の区間がある   ウ -12 

エ  
地域住民  

✔  
近くに高齢の独居老人（昼間だけ一人の方を含む）が暮らして
いる  

 エ -１  

✔  近くに日本語のわからない外国人がいる   エ -２  

✔  自治会未加入者のマンション、住宅がある   エ -３  

オ  
避難生活  

✔  近くに福祉避難所がある  資）  オ -１  

✔  近くに公立・民間の保育園がある  資）  オ -２  

✔  周辺の医院（病院）とその種類を把握している  資）  オ -３  

✔  生活用水に利用できそうな井戸がある  資）  オ -４  

✔  近くに災害時にテント生活ができる公園がある  資）  オ -５  

✔  近くにスーパーマーケット、ホームセンターがある  資）  オ -６  

✔  医師の処方箋による医薬品の買える薬局がある  資）  オ -７  

カ  
救援  

✔  
パワーショベルや 建物の 解体用機器をもっ ている 事業所があ
る  

資）  カ -１  

✔  防災備蓄倉庫の場所を把握している  資）  カ -２  

✔  
指定避難所のスペ ース不 足で保管できない 支援 物 資を保管で
きる施設がある  

資）  カ -３  

キ  救助  ✔  ＡＥＤの設置場所を把握している  資）  キ -１  

ク  
水害  

✔  河川の通常水位よりも低い土地がある   ク -１  

✔  
河川に草木が繁茂 し水の 流れを妨げ増水時 に 越流 の恐れ があ
る  

 ク -２  

✔  橋脚の間隔が狭く流木等が引っ掛かりやすい橋がある   ク -３  

✔  雨が降るとあふれやすい箇所がある   ク -４  

✔  過去に氾濫した箇所がある   ク -５  

✔  川の流域近くに民家が多い   ク -６  

✔  浸水時、道路との境界がわかりにくくなる水路や側溝がある   ク -７  

✔  浸水すると歩道と道路の段差がわかりづらい箇所がある   ク -８  

✔  大雨で川のようになる傾斜路がある   ク -９  

✔  アンダーパスや地下道があり浸水時通れなくなる恐れがある   ク -10 

✔  水はけの悪い土地がある   ク -11 

✔  側溝や水路に雑草が繁茂し、ごみがたまっている   ク -12 

✔  過去にがけ崩れがあった   ク -13 
  

施設名など  該当するものがあれば✓印  見る視点  具体例  



 

事-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 鳳校区まち歩き・まとめ  

結果は、校区カルテのうち、「地

域が把握する危険箇所」や「施

設・地域資源」に反映し、防災

活動の検討材料としています。  
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1 実施地域  御池台校区  

2 実施時期  平成 28 年 11 月、12 月、平成 29 年 11 月  

３  参加者  地域住民、御池台小学校 5 年生  

４  準備品  
［事務局］□まち歩き図  □チェックリスト  

［参加者］□飲料水  □帽子  □筆記具  

５  実施内容  

【実施テーマ】地域の災害リスクと災害対応力を知る。考える  

［まち歩きコース：約 4km］  

①御池台地域会館→②御池台小学校と高架橋でできた遊歩道

→③遊歩道の連続したフェンスと防火水槽→④沖積谷との比

高→⑤御池台配水池→⑥旧谷地形・谷埋め盛り土の末端の状況

→⑦マンホールトイレと防災倉庫→⑧庭代集落記念碑  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
御池台校区まち歩きコース図  

 

まち歩きの視点  

□高架橋  
□防火水槽  
□配水池など  

平成 29 年度のまち歩き訓練で

は、前年度学習した小学 6 年生

が小学 5 年生を対象に、まち歩

き訓練の説明を部分的に担当。  
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1 実施地域  三宝校区  

2 実施時期  平成 29 年 10 月  

３  参加者  ふらっと三宝、地域住民、自主防災組織の役員  

４  準備品  
□まち歩きコース図  □チェックリスト  □筆記具  

□ノルディックポール  □その他（例：雨具）  

５  実施内容  

【実施テーマ】ウォーキングで防災意識を高めよう！  

［まち歩きコース：１ルート約 2.8km。津波避難時の目的地

（浅香山）までの距離を想定］  

①三宝小学校（起終点）→②津波避難ビル等施設→③三宝公園

（広域避難地：災害用トイレ組立見学）→④三宝小学校（起終

点）  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三宝校区まち歩き例（H29.10）   

三宝校区まち歩きの主な視点（歩く距離の疑似体験：津波避難ビルや広域避難地確認等）  

平成 29 年 5 月に「三宝校区地域ケア会議」

を開催し、その中で“ふらっと三宝”主催の

「ウォーキングで防災意識を高めよう！」が

提案され、三宝校区自治連合町会、校区内の

企業、医療・福祉機関も連携し、実現したま

ち歩き訓練です。目的は、自身の歩く能力を

知り、健康増進の意識付けを図るとともに、

防 災 面 か ら 避 難 を 検 討 す る 機 会 と し て も 捉

えたものです。  

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ポ
ー
ル 
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  沿岸部や川沿いの付近では、避難が困難な区域の有無や避難所・避難ビルまでの距

離、内陸部では住宅密集地での被害（木造家屋倒壊、狭い道やブロック塀による消

防活動が困難等）や孤立（道路・橋の寸断等）の有無などが、確認のポイントにな

ります。  

  まち全体を見渡せる場所（高台等）があればまち歩きのコースに入れてみましょう。 

  防災倉庫の備品や地域資源（例：一時的な避難スペース、消火栓の位置など）もチ

ェックしましょう。  

  急いで歩く必要はありません。ゆっくりと歩けるように、目標タイムを設定するこ

とも有効です。  

  交通等の安全対策には十分に留意してください。集団行動（複数班の場合もあり）

が基本です。  

  まち歩きの結果を地図にまとめ、「防災マップ」として地域に配りましょう。地域

全体で情報共有することで、地域での災害特性などが周知され、各単位町会での個

別の対策の検討などにつながる可能性があります。  

ワ ン  

ポイント  
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②災害図上訓練（ＤＩＧ）※を行う                
  参加者が地図を囲みながら、ゲーム感覚で災害時の対応を考える災害図上訓練です。  

※「Disaster（災害）、Imagination（想像力）、Game（ゲーム）の頭文字からの造語で「災害図上訓練」のこと」  

1 対象者  □自主防災組織の役員  □地域住民  

2 準備するもの  

□地域の地図  □地域の災害危険箇所図（堺市区別防災マップ、

防災ガイドブック等）  □透明シート（地図の上に合わせて記

載するもの）  □マーカーなど  

3 実施ポイント  

 堺市区別防災マップや防災ガイドブックなどを参考にして、

地域で起こり得る災害を想定し、危険が予測される箇所や事態

を地図上に書き込みましょう。地図上で災害危険箇所などを把

握することで、避難・備え・連絡体制などを考えることができ、

自主防災活動の進め方を考えるきっかけとなります。  

 

  ステップ１  地図を活用し、起こり得る災害を想定します  

  全体を何グループかに分けます。  

  堺市区別防災マップや防災ガイドブックなどを参考にして、図上訓練で想定する災

害がどのようなものか、進行役が参加者へ説明します。想定する災害は、地域住民

の関心の高いものが効果的です。    

 ステップ２  地域内の基礎情報を書き込みます  

  道路、河川、公園、公共施設、避難所など、まちを形作っている施設などの基礎情

報を書き込みます。他にも、スーパーやコンビニ、病院、ガソリンスタンドなどの

民間施設も書き込んでおきましょう。  

 ステップ３  災害情報を書き込みます  

  決めておいた想定災害を参考に、災害による危険箇所を地図へ書き込みます。  

 ステップ４  書き込んだ地図をもとに話し合います  

  ステップ４までの内容を書き込んだ地図をもとに、自分たちのまちを再確認し、地

図上に広がる被災イメージを踏まえ、災害時に役立つ施設、避難場所、避難経路な

どについて話し合います。  

 ステップ５  参加者全員で情報共有します  

  話し合った結果を発表し合い、参加者全員で情報共有しましょう。  

 

  道具を全てそろえなくても構いません。地図とペンを用意し、まずは実施すること

が大切です。  

  堺市区別防災マップや防災ガイドブックなどを参考にして、沿岸部・川沿いの付

近・内陸部によって、それぞれの地域で起こり得る災害を想定することが大切です。 

  参加者全員が内容を理解することができるよう、丁寧に進めていきましょう。  

  結果の発表では、他グループの意見により、新たな気付きを発見できる場合があり

ます。必要に応じて、発表後にもう一度グループで話し合いましょう。  

 

手  順  

ワ ン  
ポイント  
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図上訓練（DIG）の事例  

 

資料：静岡県「DIG をやってみよう！  【初級編】」  

http://www.pref.shizuoka.jp/bousai/e-quakes/manabu/dig/04/0405.html  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「自主防災活動事例集」高知県 ,平成 29 年 3 月  
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地図に書き込む凡例（例）  

（資料：静岡県地震防災センター）  

 

 ポンプ  

 
津波  
ビル  
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取組メニュー２  防災の担い手を増やす          

①啓発・周知のためのチラシを作る               
  企画した活動を地域に周知する取組です。  

1 対象者  □地域住民  

2 準備するもの  □チラシ作成用の用紙  

3 実施ポイント  

 企画した活動の案内を地域住民に知らせるため、“目に付き

やすく、わかりやすい”チラシを作りましょう。周知方法を工

夫することで、より広い範囲で活動が認識され、幅広い年代ま

たは年齢層の参加促進につながります。  

 活動案内だけでなく、活動者募集のチラシを提示すること

も、一緒に活動する仲間を増やすのに有効です。  

 

  ステップ１  作る目的と周知する対象者を決めます  

  どのような活動のために作るのか、どのような人を対象に周知するのかを考え、チ

ラシの見出しを決めます。  

  ステップ２  掲載する情報を整理します  

  チラシの掲載内容（例）：目的、主催、開催日時、会場、活動内容や実施手順の概

略、参加費など  

  ステップ３  チラシを配布・掲示します  

  より多くの人へ周知できるよう工夫しましょう。  

 

  チラシを作るには確定した情報が必要です。地域でしっかりと話し合い、あとで修

正することがないよう掲載する情報を決めましょう。  

  イラスト・写真などを用いて親しみやすくすると、子どもの目に止まり、家族単位

での参加促進にもつながります。  

  作ったチラシは、地域住民が予定を立てやすいよう、なるべく早めに配布・掲示し

ましょう。早めに配布・掲示することで、人から人へと情報が広がりやすくなりま

す。  

 

 

 

 

 

 

 

手  順  

ワ ン  
ポイント  
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チラシの事例  

  錦西校区の防災だより ：避難所レイアウト（案）等の検討結果を、定期的に発

行している防災だよりを用いて、地域住民に情報共有しています。錦西校区カル

テにもレイアウト（案）を追加しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事  例  

 

（拡大図）  
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チラシの事例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堺市南区役所チラシ（例）  

御池台校区チラシ（例）  

資料：公益社団法人仙台市防災安全協会  
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チラシの事例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「災害・避難カード事例集  平成 28 年度改訂版」内閣府（防災担当）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「災害・避難カード事例集  平成 28 年度改訂版」内閣府（防災担当）  
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②参加者に楽しみを提供する                   
  地域の防災活動への参加意欲の向上、活動への継続参加を促進する取組です。  

・（例）炊き出し訓練等  

1 対象者  □地域住民  

2 必要なもの  □配布物  

3 実施ポイント  
 活動参加者に“楽しみ”を提供することで、参加意欲の

向上や、活動への継続参加が促進されます。  

 

  ステップ１  配布条件等を決めます  

  配布対象者と配布条件、配布物を決めます。  

  活動の趣旨に沿った配布物、防災意識の啓発や災害時に役に立つ物など、目的に合

わせて決めましょう。  

  ステップ２  活動実施時に配布します  

  あらかじめ決めた条件に基づき、対象者に配布します。  

 

 

配布物の例  

 

アルファ化米炊き出し  

 

乾パン  

 

防災グッズチェックリスト ※  

防災訓練での楽しみの創出事例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「自主防災活動事例集」高知県 ,平成 29 年 3 月  

※ チェックリスト：阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター <http://www.dri .ne. jp/>  

事  例  

手  順  
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  防災パンフレットなどは、区役所市政情報コーナーや堺市危機管理室などで提供し

ています。まずは相談してみましょう。  

  炊き出しを実施するときは、地域団体や地元のスーパーなどに声をかけ、相談しな

がら実施しましょう。  

  参加者数が予測できない場合は、あらかじめチラシなどで「記念品は数に限りがあ

る」ことをお知らせしておきましょう。  

 

 

③地域行事に合わせて活動する                 
  防災を意識せずに多くの参加が見込め、地域の様々な団体とのつながりを構築する  

取組です。  

・（例）盆踊り、運動会、こども会行事、町内清掃等  

1 対象者  □地域住民  

2 必要なもの  □地域行事の予定表  □行事を実施する団体との調整  

3 実施ポイント  

 地域行事は、幅広い年代、または年齢層・団体を問わず様々

な人々が参加する良い機会であり、“防災”を意識せず活動に

参加してもらえます。また、地域の様々な団体とのつながりが

できるだけでなく、行事を主体となり活動する人物、地域で使

用している備品の所在など地域の防災資源を知ることもでき

ます。  

 

  ステップ１  地域行事を洗い出します  

  地域や町内会の“年間予定表”などから、どのような行事がいつ開催されるのかを

把握しましょう。  

  ステップ２  実施に向けた調整を行います  

  準備期間、参加者などを踏まえ、“防災”の要素を取り入れることができそうな行

事を決めます。決めた後は、必要に応じて、行事を主催する団体と、実施内容や活

動時期などについて調整を行います。  

  ステップ３  調整した内容に沿って活動します  

  写真を含めて活動記録を取り、実施後の広報に役立てましょう。記録を残しておく

ことで、活動に携わった役員が交代しても活動を継続することができます。  

 

 

 

 

 

 

手  順  

ワ ン  
ポイント  
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地域行事の中での防災学習の事例  

東京都港区：  

 地元最大のお祭りである「新橋こいちまつり」のなかで、地元の消防署・消防団と連

携しながら、町会員と事業所が一体となって、防災パンフレットの配布、防災グッズや

写真の展示、なんでも相談などの防災 PR を実施。  

資料：「自主防災組織の手引き」消防庁 ,平成 29 年 3 月  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：「自主防災活動事例集」高知県 ,平成 29 年 3 月  

岸和田市：  

 だんじり小屋という拠点や小屋の中にある様々な資機材、さらにはお祭りを支える人

的ネットワークといった地域資源を、いざというときに防災への転換可能なハード（拠

点）やソフト（ネットワーク）として有効活用し、防災への取組を進めている地域があ

る。  

資料：「自主防災組織の手引き」消防庁 ,平成 29 年 3 月  

 

 

  思いのほか準備や調整に時間がかかるので、その辺りを考慮して地域行事を選びま

しょう。  

  メインとなる行事の主催者に、活動の趣旨を理解してもらえるよう、事前によく話

し合うことが大切です。  

  主催者に「一緒に実施してよかった」と感じてもらうよう、継続した活動を目指し

ましょう。  

  活動内容は「日常生活の中で防災を意識できるもの」「短時間で楽しめるもの」な

どを検討しましょう。  

事  例  

ワ ン  

ポイント  
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④体験型の学習を行う                      
  ゲームなどで、参加者自身が体を使って防災を学ぶ取組です。  

・（例）クロスロード等  

1 対象者  □地域住民  □自主防災組織の役員  

2 準備するもの  □体験型学習用教材  

3 実施ポイント  
ゲームなどにより、身構えることなく防災意識を向上できる

ほか、幅広い年代、または年齢層で実施することができます。 

   
 

ステップ１  参加者、学習内容を決めます  

  体験型学習教材を選び、学習内容を決め、参加者を募集します。  

  ステップ２  体験型の学習を実施します  

  それぞれの教材の進め方に従って、ゲームなどの体験学習を実施します。  
 

 

災害対応カードゲーム教材「クロスロード」  

 ゲームの参加者は、カードに書かれた事例を自らの問題と

して考え、YES か NO かで自分の考えを示すとともに、参

加者同士が意見交換を行いながら、ゲームを進めていきま

す。  

  

内閣府：

http://www.bousai .go. jp/kyoiku/keigen/torikumi/kth19005.html  
 

災害対応シミュレーションゲーム  「ダイレクトロード」  

 災害時に周りの人の命を救うために必要な、現実的で具体

的な行動を、仲間と協力して楽しみながら学ぶことができま

す。対象：ビジネス研修や学校での防災学習、地域活動等  

 

神戸市消防局：

http://www.city.kobe. lg.jp/safety/fire/bousai/directroad.htm l 
 

 

防災紙芝居  

 子どもたちが遭遇する可能性が高い３つの災害（地震、津

波、火事）を題材とした紙芝居です。  

  

神戸学院大学防災・社会貢献ユニット：

http://www.kobegakuin.ac.jp/~gakusai/bosai/html/katudo.html  

 
 

手  順  

事  例  

http://www.bousai.go.jp/kyoiku/keigen/torikumi/kth19005.html
http://www.city.kobe.lg.jp/safety/fire/bousai/directroad.html
http://www.kobegakuin.ac.jp/~gakusai/bosai/html/katudo.html
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防災かるた  

 防災･減災をはじめ交通安全など、子どもたちに覚えてほしい

「備えの知識」を「かるた」を通じて学ぶ「防災かるた」です。  

 

全労災：http://www.zenrosai.coop/stories/bousaicarta.html 

 

 

防災ビンゴゲーム  

 縦 3 マス、横 3 マスの白紙のビンゴカードを配布し、「非常用

持出品」を 9 個記入してもらい、ビンゴゲームを行います。非常

用持出品以外にも、様々なテーマに応用することが可能です。  

 

淀川河川事務所：  

https://www.yodogawa.kkr.mlit.go.jp/activity/comit/kyogik

ai/kyozai/bingo.html 

 

 

 

  自主防災組織の役員が教材の内容や進め方を覚えるようにしましょう。  

  沿岸部・川沿いの付近・内陸部など、それぞれの地域の特性に合わせて、想定され

る災害リスクなどイメージしながら実施しましょう。  

  体験型学習を始めて実施するときは、進行役が必要になります。また、活動によっ

ては、教材を購入する必要があります。  

 

ワ ン  
ポイント  
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⑤地域団体・組織と連携・協力する               
  地域で活動している様々な団体・組織と連携・協力することで、参加者が増加し、災

害時の連携・協力した活動が可能となる取組です。  

・（例）●●と連携・協力した防災訓練等  

1 対象者  □地域団体・組織  □自主防災組織の役員  □地域住民  

2 準備するもの  □堺市区別防災マップなど  

3 実施ポイント  

 地域で活動している様々な団体・組織と連携・協力すること

で、参加者が増加するだけでなく、幅広い年代、または年齢層

の参加へとつながります。また、日頃から協力体制を築くこと

で、災害時に連携・協力した活動が可能となります。  

 

  ステップ１  目的に合わせ、地域団体・組織を洗い出します  

  地域内にどのような団体・組織が活動しているのかを把握し、実施したい活動に合

わせ、連携・協力する団体や組織を決めます。  

  連携・協力に有効な団体（例）：消防団、防災士会、女性会、体育会、老人会、商

店会、青年団、子ども会、PTA など  

  ステップ２  防災の大切さを理解してもらいます  

  いきなり活動連携・協力を求めることは困難です。まずは連携・協力していきたい

地域団体・組織のリーダーや中心人物に“防災の大切さ・必要性”を理解してもら

いましょう。  

  そのためには、簡単な勉強会や意見交換会の開催などが有効です。  

  ステップ３  目的を確認し、実施に向けた調整を行います  

  地域団体・組織と活動内容や日程、活動実施に必要な事項について調整します。  

  ステップ４  実施し、継続的なものにします  

  実施時は活動記録を取りましょう。連携・協力した地域団体・組織と協力体制を築

き、活動を継続的なものにしていきましょう。  

 

地域団体・組織との連携・協力の事例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「自主防災活動事例集」高知県 ,平成 29 年 3 月  
 

手  順  

事  例  
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地域団体・組織との連携・協力の事例  

  三宝校区の防災訓練における組織（例）：各単位町会とソフトボール活動のチー

ムを通じて結成されたオール三宝（自主防災組織）が連携・協力しながら、安否

確認訓練や避難所運営訓練を実施。校区カルテの災害時の組織体制のあり方に反

映した取組。※想定災害：上町断層帯地震  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：三宝校区防災訓練資料  

 

 

  思いのほか準備や調整に時間がかかるので、その辺りを考慮して、連携・協力した

い地域団体・組織とよく話し合いましょう。また、役割分担を明確にしましょう。 

  話し合いの時には、専門用語は使わずわかりやすい言葉で説明しましょう。  

  「どのような防災知識をどの年代または年齢層に広めたいか」をしっかりと検討し、

連携・協力する相手を決めていきましょう。  

結果は、校区カルテの中の「施設・地域資源」の中

の「地域の事業所」や「地域の人的資源」に反映。 

ワ ン  
ポイント  
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⑥学校と連携・協力する                     
  地域と学校が連携・協力した取組です。  

・（例）指定避難所の学校施設歩き（小学校との連携・協力：鳳校区､八上校区､鳳南

校区）、大学との連携・協力（御池台校区：取組メニュー -1①まち歩きを参照）等  

1 対象者  □学校  □自主防災組織の役員  □地域住民  

2 準備するもの  
□学校施設の配置図（学校施設歩き用）□様式６（学校施設歩

きのチェックリスト）  

3 実施ポイント  

地域と学校が連携・協力することで生徒等を通じて幅広い年

代または年齢層の参加につながります。また日頃から協力体制

を築くことで災害時に連携・協力した活動が可能となります。  

 

  ステップ１  学校責任者に声をかけます  

  校長先生や教頭先生など、まずは学校の責任者に声を掛けてみましょう。地域行事

などで接点がある場合は、より話を進めやすくなります。  

  ステップ２  どのような連携・協力が可能か話し合います  

  地域と学校が連携・協力していくために、どのような取組が可能かよく話し合いま

しょう。  

  学校行事、地域行事など、あらかじめ決められている行事を、うまく活用してみま

しょう。  

  ステップ３  連携・協力した取組を実施します  

  話し合いの結果をもとに取組を計画し、実施していきましょう。  

 

学校との連携・協力の事例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定避難所の学校施設歩きの見る視点（八上校区の例）  

事  例  

手  順  
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学校との連携・協力の事例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

八上校区学校施設歩き（八上小学校内）  

鳳校区学校施設歩き結果（鳳小学校内）  

鳳南校区学校施設歩き（鳳中学校内）  

それぞれの結果は、避難所

運営マニュアルの中の「避

難所レイアウト」に反映。 
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  地域行事や見回りなど学校と地域の日頃からのつながりを大切にしましょう。  

  学校では年間行事が決められています。実施できる時期、参加可能な生徒数を学校

とよく話し合い、無理のない活動をしましょう。  

  学校の避難訓練を活用してみましょう。  

  連携・協力体制や話し合いの内容を記録しておきましょう。学校や地域の担当者が

交代するときに、引き継ぎが円滑になります。  

 

⑦医療・福祉機関、企業等と連携・協力する           
  地域の結び付きを強化する取組です。  

・（例）福祉避難所訓練（御池台校区）、訓練への企業の参加（錦西校区、鳳校区、三

宝校区）等  

1 対象者  □医療・福祉機関、企業  □自主防災組織の役員  □地域住民  

2 準備するもの  □協定書（作成例）  

3 実施ポイント  

 地域防災力を向上し、災害時の活動を円滑にするためにも“地

域の結び付き”を強化することが大切です。近隣の医療・福祉

専門機関や企業と連携・協力することで、専門知識の学習や保

有する物資・機材の提供などが期待できます。  

 

  ステップ１  連携・協力の目的を決めます  

  自主防災組織の役員同士などで、自主防災組織だけでは難しい活動など、“どのよ

うなことに連携・協力が必要か”十分に話し合い、目的を決めます。  

  ステップ２  連携・協力相手と連携・協力方法を検討します  

  役員同士の話し合いの結果をもとに、“誰とどのように連携・協力したいか”連携・

協力相手の関係機関と方法を検討します。  

  ステップ３  連携・協力に向けた話し合いを重ねます  

  連携・協力目的を相手にきちんと理解してもらい、お互いの負担にならないよう、

連携・協力していくための条件や役割分担を話し合います。  

  ステップ４  連携・協力体制についてまとめます  

  話し合いにより連携・協力体制を決めたら、内容を文書にまとめ、お互いに保管し

ます。  

  文書にしておくことで担当者が代わっても活動を円滑に進めることができます。  

  ステップ５  連携・協力して、訓練などを実施します  

  災害時にどのような活動ができるか、連携・協力体制を確認するため、防災訓練な

どを実施します。  

  防災訓練の継続実施により、連携・協力体制がより円滑なものとなります。  

ワ ン  
ポイント  

手  順  
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医療・福祉機関、企業等との連携事例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療・福祉機関、企業等との連携事例  

 

三宝校区内における医療・福祉機関、企業、自主防災組織、地域住民等とともに避難

訓練の一貫として、広域避難地や津波避難ビルの確認、実際に浅香山まで避難する場合

の距離の体験などを、地域ぐるみでまち歩き訓練を開催。結果は、校区カルテ等に追加

し、今後の防災活動の検討材料としています。三宝校区のまち歩き事例（事-6 ㌻）を

参照ください  

 

御池台校区における福祉避難所の防災訓練（御池台地域会館）  

パーテーションで間仕切り  既存セラピーマットを活用  

排泄物処理専用袋（消臭施工有）  

地域会館の備蓄品  

（食料、生活用品、衛生用品など）  

地域会館を福祉避難所に  介護用の椅子が数脚  



 

事-26 

 

 

医療・福祉機関、企業等との連携事例  

仙台市宮城野区福住町町内会（約 650 世帯 ,約 1500 名）：  

 全国の町内会や民間会社と「災害時相互協力協定」を締結。  

協定の内容は 1 項目で、「災害が起きたらできるだけ支援・協力を行う」というもの。 

実際に、東日本大震災の 4 日後には、米、水、野菜、果物が協定先の関係者から直接

手渡しされた。  

 

資料：「ヨコハマの『減災』アイデア集」横浜市危機管理室  

 

 

  連携・協力する相手に自主防災活動の重要性を理解してもらいます。そのためには、

根気よく話し合いを進めることが大切です。  

  連携・協力できることには限りがあります。お互いの負担にならないようにしまし

ょう。  

  活動が継続できるようになったら、連携・協力内容をまとめた文書を協定書として

保管しておきましょう。  

  協定書を作った後は調印式などを実施し、協定を締結したことを地域に周知しまし

ょう。  

 

 

ワ ン  
ポイント  



 

事-27 

 

取組メニュー３  防災意識や知識を広める         

①防災について話し合う機会を設ける              
  防災に関する簡単な話し合いをはじめ、関係者相互の連絡・交流、地域の防災に関す

る問題解決を図るための取組です。  

・（例）協議会等  

1 対象者  □自主防災組織の役員  □地域住民  

2 必要なもの  □テーマ（話題）  □テーマに応じた資料  

3 実施ポイント  

 役員同士や地域のちょっとした集まりの中で“防災や災害に

ついて思うこと”など、簡単な意見交換を行うことで、より地

域住民の求めるテーマに沿った活動へとつながります。  

 

  ステップ１  話し合いたいテーマを決めます  

  テーマや日時を決め、参加者に声掛けを行います。町内会の集まりなどに合わせて

行うことも有効です。  

  防災は、“地域づくり”の一つです。様々なテーマをもとに話し合うことで、地域

防災力の向上につながります。  

  話し合いテーマの例：災害時に有効な連絡方法、連絡網や避難経路の見直し、避難

情報の種類や収集方法に関する勉強など  

  ステップ２  必要に応じて資料などを準備します  

  テーマに沿った資料や映像などが必要な場合は、区役所自治推進課や消防署などに

相談してみましょう。  

  災害についてまとめた冊子や、災害発生時の映像などを借りることができます。  

  ステップ３  話し合いを実施します  

  決められたテーマに沿って、話し合いましょう。  

  話し合いで挙げられた意見を記録することで、今後の活動の進め方の参考となりま

す。  

  

手  順  
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勉強会等の事例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「自主防災活動事例集」高知県 ,平成 29 年 3 月  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  自主防災組織の役員や、防災に関心の高い人同士で集まり、自由に意見交換を行っ

てみましょう。  

事  例  

御池台校区の避難所運営訓練で活用した資料  

（エコノミー症候群の予防：厚生労働省リーフレット）  
ワ ン  

ポイント  
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②ワークショップ※を行う                     
  地域にどんな大規模災害のおそれがあるかを知るとともに、各個人の的確な避難行動、

避難所運営における課題認識や知識等を育んでもらうことを目的とした取組です。  

※講師や進行役等の話を参加者が一方的に聞くのではなく、参加者自身が討論に加わったり、体を  

使って体験したりするなど、参加体験型、双方向性のグループ学習 のこと。  

・（例）各校区役員による意見交換会、校区ワークショップ等  

1 対象者  □自主防災組織の役員  □小・中学校  □地域内企業、事業所  

2 準備するもの  
□自主防災組織体制図  □活動記録資料  □堺市区別防災マップ  

□防災ガイドブック  

3 実施ポイント  

大規模災害発災時の防災対応のイメージを共有するため、地域

で起こり得る災害リスクを想定するとともに、平常時・災害時に

おける役割分担やマニュアル作成について、意見交換を行います。 

  ステップ１  地域で起こり得る災害を想定し、テーマを決めます  

  堺市区別防災マップや防災ガイドブックなどを用いて、起こり得る災害を想定し、

ワークショップのテーマ（例：避難所運営における課題抽出など）を決めます。  

  ステップ２  地域内で対応できることや課題などを話し合います  

  テーマに基づき、平常時や災害時に、地域で対応できることや課題を、各関係機関

のメンバーなどで話し合いましょう。  

  ステップ３  役割分担やマニュアル作成について話し合います  

  自主防災組織内での平常時、災害時の役割分担やマニュアルを作っておく必要があ

る項目について話し合いましょう。  

  ワークショップの結果を記録することで、マニュアル作成等の参考となります。  

ワークショップの事例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：堺市避難所運営ワークショップ（平成 27 年度）  

（錦西、三宝、金岡、西陶器、登美丘西、鳳、鳳南、新檜尾台、御池台、八上校区で実施）  

 
 

事  例  

手  順  

各校区内の幼稚園、小・中・高等学校、

企業、消防協力事業所、福祉・医療施

設や、地域内関係団体（ＰＴＡ、青年

団等）、行政からは、災害地区班員、

保健センター、社会福祉協議会、区役

所、危機管理室が参加し意見交換。  
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③防災講座や勉強会を開催する機会を設ける            
  講師を依頼し、講演会を行う取組です。  

・（例）講演会（南区、錦西校区）等  

1 対象者  □地域住民  □自主防災組織の役員  

２  準備するもの  

□防災講座・講演会の時間割  □開催案内チラシ  

□参加者への配布資料  

□実施に必要な資機材（例：プロジェクター等）  

3 実施ポイント  

 地域にあったテーマを決め、有識者や防災リーダーなどに講

師を依頼し、講演会を開催しましょう。住民にわかりやすい講

演を行うことで、防災意識が向上します。  

 

  ステップ１  テーマを決め、講師を依頼します  

  地域で起こり得る災害、アンケートなどから、講座や講演会のテーマと大まかな日

程を決め、講師を依頼します（例：区役所の出前講座など）。  

  ステップ２  時間割を作ります  

  日程と会場を確定し、開催時期、当日の時間配分、役割分担を決め、時間割を作り

ます。  

  ステップ３  実施に向けて準備します  

  必要な資機材の調達、開催案内チラシの作成・配布など、実施に向けて準備します。  

  ステップ４  講座・講演会を開催します  

  作った時間割に沿って、講演会を開催します。  

 

防災講座や勉強会等の事例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手  順  

←鳳南校区協議会での  

検討テーマ  

事  例  

八上校区協議会での  

確認事項の事例→  
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防災講座や勉強会等の事例  

 

資料：鶴岡市ホームページ  

 http://www.city.tsuruoka.lg. jp/anzen/bousaipage/bousai012017013114.html  

 

資料：「自主防災組織の手引き」消防庁 ,平成 29 年 3 月  

 

  防災意識の啓発のためには、講演会のテーマを“誰にどのようなことを聞いてもら

いたいか”という視点から検討することも有効です。  

  講演会は定期的に開催し、テーマを変えながら広く防災意識を啓発していきましょ

う。  

  講座・講演会時にはアンケートを併せて行うことで、今後の自主防災活動に役立つ

意見を収集できます。  

ワ ン  

ポイント  
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取組メニュー４  避難誘導を考える            

①防災マップを作る                      
  地域特有の情報を地図にまとめ、独自のマップを作る取組です。  

・（例）防災マップづくり（金岡校区、新檜尾台校区、御池台校区、鳳校区、登美丘

西校区等）  

1 対象者  □自主防災組織の役員  □地域住民  

2 準備するもの  
□地域の地図  □マジック  □様式５（防災マップ作成様式）  

□パソコン・プリンタ  □堺市区別防災マップなど  

3 実施ポイント  

 地域内の避難行動上気になる箇所や避難に使いたい場所な

ど、地域特有の情報を地図にまとめ、独自の防災マップを作り

ましょう。地域全体で情報を共有し、定期的に見直すことで防

災意識だけでなく地域防災力の向上につながります。  

 

  ステップ１  地図上にまち歩きや訓練などで分かった地域の情報を整理します  

  作成する防災マップに掲載する危険箇所、施設などの情報を整理します。堺市区別

防災マップや防災ガイドブックなども参考にしてみましょう。  

  主な掲載項目は、堺市区別防災マップに掲載している災害危険箇所、まち歩きなど

で見つけた地域の危険箇所、避難所や避難経路、災害時に役立つ施設などが考えら

れます。  

  「まち歩きを行う」（取組メニュー1-①）（事-2 ㌻）、「災害図上訓練を行う」（取

組メニュー1-②）（事-8 ㌻）の項目を参考にしてください。  

  ステップ２  作ったマップを周知し、活用します  

  作ったマップは、掲示板などを利用して地域に周知しましょう。また、避難訓練な

どで活用してみましょう。  

  ステップ３  マップを見直します  

  作成したマップは、定期的なまち歩きや町内パトロールなどに活用し、情報を更新

していきましょう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手  順  
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防災マップの作成事例  

  御池台校区で作成した「災害避難マニュアル」（防災マップ付き）。地域で話し合っ

て作成した避難行動手順（下図１枚目）を、校区カルテに反映した取組  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：御池台校区  

 

事  例  

校区内の各世帯に配布  
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防災マップの作成事例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金岡校区防災マップ（例）  

西陶器校区防災マップ（例）  
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防災マップに必要な地図の入手  

 

 

 

防災マップの作成事例  

 

資料：「災害・避難カード事例集  平成 28 年度改訂版」内閣府（防災担当）  

 

  最初から完璧に作る必要はありません。みんなで知恵を出し合い、手書きのものか

ら始めましょう。作ったマップを定期的に見直し、完成度を高めていきましょう。 

  防災マップの紙面には、災害への備えや防災情報の入手方法などを記載し、「避難

マニュアル」としても活用してみましょう。  

  パソコンで作る場合は、文字の大きさを変えたり、イラストを用いた説明を入れた

りすると見やすくなります。防災マップの大きさは、家庭の壁や冷蔵庫に貼ること

ができるよう、おおむね A４サイズ（またはＡ3 サイズ）が望ましいです。  

※堺市ホームページ  ↑  

区別防災マップ掲載ページ参照  

※堺市ホームページ「e-地図帳」   

ハザードマップページ参照  ↓  

ワ ン  
ポイント  
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②避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）を行う               
  避難所運営ゲーム（HUG）とは、静岡県が図上訓練の一種として開発した避難所運営

ゲームで、対象者が避難所運営を主体的に考えるための学習方法です。  

・（例）避難所運営ゲーム（HUG）等  

1 対象者  □自主防災組織の役員  □地域住民   

2 準備するもの  
□ＨＵＧカード     □（仮想避難所）平面図  

□付箋紙        □マジック  など  

3 実施ポイント  

 避難所運営を、関係者間で考えるためのゲームです。避難者

の年齢、性別、国籍やそれぞれが抱える事情が書かれたカード

を、平面図（避難所や学校施設等の配置図）にどれだけ適切に

配置できるか、また避難所で起こる様々な出来事にどう対応し

ていくかを模擬体験します。  

 

  ステップ１  ゲームの条件を決めます  

  堺市区別防災マップや防災ガイドブックなどを用いて、地域で起こり得る災害や、

避難所開設時の状況、その日の天気など、ゲームを進めていく上での条件を事前に

決めます。また、ゲーム時間も決めておきましょう。  

  ステップ２  ゲームを実施します  

  全体の進行係（読み上げ係）はカードを次々に読み上げ、参加者は避難カードを避

難所平面図に配置していきます。基本的な進め方は、次のとおりです。  

①読み上げ係を決める→②平面図を広げる→③ゲームを説明する→④次々とカー

ドを読み上げる→⑤次々とカードを配置する →⑥カードを全て配置したら終了  

 

 

 

 

 

 

  カードはなるべく早口で読み、実際の避難所の混乱を想像しながら進めましょう。 

  ステップ３  意見交換を行います  

  ゲームが終了したら、避難所平面図上のカードの配置を再確認し、「どのような理

由でこのような配置になったのか」意見をまとめます。まとめた意見をもとに、グ

ループ発表を行うなど、意見交換します。  

 

  カードを読み上げるときは、プレイヤーが前のカードを配置し終わる前に次のカー

ドを読み上げるのがポイントです。実際の災害時では避難者は待ってくれません。 

  明確な正解はありません。実際に災害が起きた時によりよい対応ができるよう、

様々な意見を出し合いましょう。  

  カードの内容に、堺市区別防災マップや防災ガイドブックなどを参考にして、地域

で起こり得る事象を取り入れると、より実践的な訓練となります。  

手  順  

資料：静岡県ホームページ  

ワ ン  
ポイント  
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避難所運営ゲーム（HUG）の事例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「自主防災活動事例集」高知県 ,平成 29 年 3 月  

 

資料：静岡県「避難所 HUG 参考資料」  

<http://www.pref.shizuoka.jp/bousai/e-quakes/manabu/hinanjyo-hug/shiryou.html> 

 

事  例  
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③要支援者の安否確認方法を考える                
  災害時に支援を必要としている人の安否確認方法を考える取組です。  

・（例）福祉避難所訓練（御池台校区）等  

1 対象者  □自主防災組織の役員  □福祉避難所関係の役員  

2 準備するもの  □安否確認ルール（現行ルールがある場合）  

3 実施ポイント  

 災害時には、多種多様な人が支援を必要としています。どの

ような人がどのような支援を必要とし、地域内でどのように支

援していくことが良いか、その方法を考えてみましょう。  

 

  ステップ１  支援が必要な人を想定します  

  お住まいの地域に“どのような人が住み、どの年代または年齢層が多いか”など、

住民の特徴を把握し、災害が起きたら、“どのような人に支援が必要となるか”地

域で話し合います。  

  支援が必要な人とは、高齢者、乳幼児、妊産婦、外国人、旅行客、障がい者などが

考えられます。  

  ステップ２  支援について学びます  

  支援方法を考えていくには、支援を必要とする人の状態や配慮の仕方など、相手を

知ることが大切です。  

  まずは有識者やアドバイザーなどを呼び、勉強会を行いましょう。  

  ステップ３  支援方法を考えます  

  勉強会をもとに地域内で“どのような支援ができるか”適切な支援方法を考えます。 

  地域内に、福祉避難所や医療機関などの施設がある場合、災害時の受け入れの想定

や対応内容等について、施設管理者との話し合いの場を持ち、災害時の支援体制を

考えておきましょう。  

  考えたこと、話し合った内容を、安否確認ルールとして作成し、必要に応じて現行

ルールに反映します。  

 

要支援者に配慮した避難訓練の事例  

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「自主防災組織活動手引きと事例」兵庫県  

 

事  例  

手  順  
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要支援者に配慮した避難訓練の事例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「自主防災組織の手引き」消防庁 ,平成 29 年 3 月  

 

 

  支援にあたっては、専門的な知識を必要とする場合があります。福祉団体などと協

力できるようにしておきましょう。  

  支援の方法に正解はありません。話し合いを重ね、支援する人・される人の両方に

無理のない方法を考えましょう。  

ワ ン  
ポイント  
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取組メニュー５  防災訓練を体験する           

①自主防災組織が主体となった防災訓練を行う          
  地域の実情に応じて、無理のない訓練を実施し、課題や改善点等を次回の訓練へ活か

していく取組です。  

・（例）各校区の防災訓練の実施項目等  

1 対象者  □自主防災組織の役員  □地域住民  □地域団体・企業  

2 準備するもの  
□防災訓練のシナリオ  □案内チラシ  

□訓練に必要な資機材  □堺市区別防災マップなど  

3 実施ポイント  

 防災訓練は自主防災活動の核となるものです。自主防災組織

の活動状況や地域の実情に合わせながら、訓練内容を企画し、

無理のない訓練を実施しましょう。  

 防災訓練は継続して実施することが重要です。訓練の実施記

録をまとめ、課題や改善点を抽出し、次回の訓練に活かしてい

くことが大切です。  

 

  ステップ１  災害時の活動項目を確認します  

  様式２（取組チェックシート）をもとに、「できていること」、「できていないこ

と」を見直し、訓練が必要な項目を洗い出します。  

  ステップ２  訓練内容を企画します  

  実施項目、堺市区別防災マップや防災ガイドブックなどを参考にした想定災害、日

程などを決め、防災訓練のシナリオを作ります。  

  ステップ３  実施に向けた調整を行います  

  地域住民への実施案内、会場確認、関係機関との役割分担など、実施に向けた調整

を行います。  

  ステップ４  防災訓練を実施します  

  シナリオに基づき、防災訓練を実施します。けがや事故のないよう注意しましょう。 

  問題点などがあった場合は、その都度メモを取り、次の訓練へ反映できるようにし

ます。  

 

  防災訓練をして「課題」や「改善点」を見つけることも、訓練の大きな目的です。 

  訓練はたくさんの人が参加し、防災に興味を持ってもらうことが大切です。まずは

地域住民が参加しやすいものや楽しめるものを企画してみましょう。  

  防災訓練の企画や実施に向けた調整内容、当日の役割分担などは、記録して残して

おきましょう。  

  活動の記録が“地域版の防災マニュアル”として役立ちます。  

 

手  順  

ワ ン  

ポイント  
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防災訓練の事例  

・三宝校区の安否確認訓練（平成 28 年度・平成 29 年度）  

安否確認方法として、校区カルテに追加した取組。  

 

 

 

 

 

 

・新檜尾台校区の防災訓練（平成 28 年度）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・登美丘西校区の街角防災訓練（平成 28 年度）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安否確認札の掲示風景   集計紙の内容確認風景   （一時集合場所）集計風景  （避難所）全体集計の風景  

街角防災訓練（安否確認）  一時集合場所（安否確認）  名簿受付訓練（安否確認）  

避難所集合  避難所開設訓練  建物安全点検の説明  
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防災訓練の実施項目  

 

資料：「自主防災組織の手引き」消防庁 ,平成 29 年 3 月  

 

目的別の主な防災資機材  

 

資料：「自主防災組織の手引き」消防庁 ,平成 29 年 3 月  
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②安否確認訓練を行う                      
  安否確認方法を知らないと、災害時に共助の助け合いがうまくいきません。災害時に

は日頃と同じような判断をすることがたいへん難しいものです。安否確認体制やルー

ルをあらかじめ決め、訓練することにより、互いの安全を効率的に確認することがで

きるとともに、逃げ遅れている方の迅速な救助につなげるための取組です。  

・安否確認訓練の実施項目等  

1 対象者  □自主防災組織の役員  □地域住民  □地域団体・企業  

2 準備するもの  
□安否確認体制  □安否確認方法（札、タオルなど）  

□集計用紙など  

3 実施ポイント  

 安否確認体制は、各班長・単位自治会長などで連絡の流れを

決めることが重要です。  

また、安否確認方法には、いろんな方法があるため、地域の

実情に合わせた確認方法を決めることが重要です。例えば、「大

丈夫です」などを記載した札を使用したり、黄色のタオルを使

ったりします。  

 

  ステップ１  安否確認体制を決めます  

  各班長・単位自治会長が行う手順を決めます。  

  手順としては、例えば、班長は名簿などにより、各世帯の無事を確認し集計した後、

一時集合場所へ集合し、集計結果を単位自治会長に報告、単位自治会長は全体の集

計結果をもって、指定避難所へ報告します。  

  ステップ２  安否確認方法を決めます  

  安否確認方法について、各世帯が使う共通のモノ（札、タオル等）を決めたりしま

す。地域の実情に合わせて、実施に向けた調整を行います。  

  ステップ３  安否確認訓練を実施します  

  上記までで決めたルールに基づき、訓練を実施します。けがや事故のないよう注意

しましょう。  

  問題点などがあった場合は、その都度メモを取り、次の訓練へ反映できるようにし

ます。  

 

  安否確認訓練にはたくさんの人が参加し、実際に災害が起きた場合の手順を皆で体

感することが重要です。  

  安否確認訓練は、訓練にかかった所要時間をはかり、関係者間で結果を共有するこ

とが大事です。時間短縮や課題解決に向けて、大事な情報の一つになります。  

 

 

 

手  順  

ワ ン  
ポイント  
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安否確認訓練の事例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三宝校区の安否確認体制・方法（例）  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事  例  

各世帯が○○を掲
示するので、掲示状
況を確認し、名簿等
で集計する。  

指
定
避
難
所 

 

集計後、一時集合
場所へ行き、単位
自治会長へ結果
報告  

各班からの集計結
果を集め、校区本部
へ報告。  

※
自
宅
で
生
活
が
で
き
な
く
な
っ
た 

方
々
が
共
同
で
生
活
す
る
場
所 

１．安否確認 

２．集計 

各班長 

一
時
集
合
場
所 

 

（
公
園
・
会
館
等
） 

各単位自治会長 

３．本部へ 

 

各世帯 

○○を掲示  
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③避難所開設訓練を行う  
ア  施設の安全点検訓練を行う                        

  避難所施設が避難所として使用できる状況かどうかの安全点検訓練を行います。  

・施設の安全点検訓練の実施項目  

1 対象者  □自主防災組織の役員  

2 準備するもの  

□建物被災状況チェックシート（校区避難所運営マニュアルひな形の様式２） 

□施設の鍵  

□ヘルメット  □懐中電灯（夜間の場合）  

3 実施ポイント  

 安全点検を行う者は、複数で行い、目視を基本とします。  

安全面に十分留意し、通れない場所や落下物の危険がある場

合、ガス臭い場合などは引き返す必要があります。  

あくまで応急的な安全確認を行うための点検であるため、結

果を区災害対策本部へ報告し、必要な指示等をあおぐという視

点も必要です。  

     

ステップ１  複数の作業人員を確保します  

  安全確認者は、複数の作業人員を指名し、チームを作ります。作業体制は、３名以

上が望まれます。  

ステップ２  建物被災状況チェックシートを使い、施設の外観を点検します  

  以下の項目をチェックします。  

 （施設周辺：建物）傾き、倒れ込む危険性  

 （施設周辺：道路、グランド等）地すべり、がけ崩れ、地割れ、噴砂・液状化  

 （施設：地面）沈下  

 （施設）傾き  

 （施設）外部の柱、壁のひび割れ  

 （施設）外壁タイル、モルタル（装飾のコンクリート）等の落下  

※なお、チェックの結果、安全でないと判定された場合は、チェックリストに記載

された手順に従います。  

ステップ３  建物被災状況チェックシートを使い、施設の内部を点検します  

  以下の項目をチェックします。  

 （内部の床）傾き、破損の状況  

 （内部の柱、壁）ひび割れの状況  

 （内部の建具、ドア）破損の状況  

 （内部の天井、照明器具）落下の危険性  

 （ガス漏れ）有無  

※なお、チェックの結果、安全でないと判定された場合は、チェックリストに記載

された手順に従います。  

  平時の施設の状況（柱・壁のひび割れ具合など）を把握しておきましょう。例えば、

写真撮影しておくことも有効です。  

  安全確認者として、あらかじめ３名以上を確保しておくことで、災害時の迅速な対

応が可能となります。  

手  順  

ワ ン  

ポイント  
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施設の安全点検訓練の事例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事  例  

建物被災状況チェックシート（校区避難所運営マニュアルひな形の様式２）  

施設の安全点検訓練の風景  

（鳳校区、三宝校区）  

資料：「避難所となった学校における施設面 の  

課題等について」（2016.6.13）  
熊本県教育委員会  

施設被害のイメージ：参考写真  
（熊本地震）柱脚の破壊  

資料：「熊本地震の被害を踏まえた学校施設の整備に ついて」  
緊急提言（案）  平成 28 年 7 月  

     熊本地震の被害を踏まえた学校施設の整備に関する検討会  

施設被害のイメージ：参考写真  
（熊本地震）各部材の破壊等  

様式２ 建物被災状況チェックシート 

（鉄筋コンクリート造等用） 

 

このチェックシートによる判断はあくまで臨時的なものであるので、各区災害対策本部へ連絡し、

できるだけ早く被災建築物応急危険度判定士による判定を受けてください。 

（手順） 

① 質問１から順番に点検を行い、質問１～６（外部の状況）までで、ＢまたはＣと判断さ

れた場合は、建物内に入ることはせず、質問７以降の内部の状況については点検する必要

はありません。 

② 危険と認められる場所については、貼り紙をするなどして立入禁止とします。 

③ このチェックシートの質問項目に関わらず、建物の状況に不安がある場合は、災害対策

本部へ連絡し、被災建築物応急危険度判定士による判定を待ちます。 

 

避難所名：               

点検実施者名：             

点検実施日時：   月  日  時頃  
 

建物の外から見て、次の質問の該当するところに〇印を付けてください。 

質 問 該当項目 

１  隣接する建物が傾き、避難所の建物に倒れ

込む危険性はありますか？ 

Ａ いいえ 

Ｂ 傾いている感じ（危険な感じ）がする 

Ｃ 倒れ込みそうである 

２ 建物周辺に地すべり、がけくずれ、地割れ、

噴砂・液状化などが生じましたか？ 

Ａ いいえ  

Ｂ 生じた 

Ｃ ひどく生じた 

３  建物が沈下しましたか？あるいは、建物周

囲の地面が沈下しましたか？ 

Ａ いいえ  

Ｂ 生じた 

Ｃ ひどく生じた 

４  建物が傾斜しましたか？ 

Ａ いいえ 

Ｂ 傾斜しているような感じ（危険な感じ）が

する 

Ｃ 明らかに傾斜した 

５  外部の柱や壁にひび割れがありますか？ 

Ａ ない、または髪の毛程度のひび割れがある 

Ｂ 比較的大きなひび割れが入っている 

Ｃ 大きなひび割れが多数あり、鉄筋が見える 

６  外壁タイル・モルタル（表面のコンクリー

ト）などが落下しましたか？ 

Ａ いいえ 

Ｂ 比較的落下している（多数箇所）、比較的

落下しかけている（多数箇所） 

（Ｃの回答はありません） 

※ここまでで、Ａのみの判定の場合は、次に進んでください。 

 建物の中に入り、次の質問の該当するところに〇印を付けてください。 

質 問 該当項目 

７ 床が壊れましたか？ 

Ａ いいえ 

Ｂ 少し傾いている、下がっている 

Ｃ 大きく傾斜している、下がっている 

８ 内部のコンクリートの柱、壁にひび割れが

ありますか？ 

Ａ ない、または髪の毛程度のひび割れがある 

Ｂ 比較的大きなひび割れが入っている 

Ｃ 大きなひび割れが多数あり、鉄筋が見える 

９ 建具やドアが壊れましたか？ 

Ａ いいえ 

Ｂ 建具・ドアが動かない 

Ｃ 建具・ドアが壊れた 

10 天井、照明器具が落下しましたか？ 

Ａ いいえ 

Ｂ 落下しかけている 

Ｃ 落下した 

11 ガスが漏れている匂いがしますか？ 

Ａ いいえ 

Ｃ ガスの匂いがする 

（Ｂの回答はありません） 

 

【簡易判断基準】 

  ① Ｃの答えが一つでもある場合は、『危険』です。 

 施設内へは立ち入らず、災害対策本部へ連絡し、必要な対応を確認します。 

  ② Ｂの答えが一つでもある場合は、『要注意』です。 

 避難者を施設内へ入れないようにし、専門家による応急的な確認を行うなど必

要な措置を災害対策本部へ連絡します。 

  ③ Ａのみの場合 

 危険箇所に注意したうえで施設を使用し、災害対策本部へ連絡します。 

 

 

※ 余震により被害が進んだと思われる場合は、再度チェックシートで被災状況を点検

してください。 
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イ  住区レイアウトづくりと居住スペース体感訓練を行う              

  避難所開設時に混乱しないよう、あらかじめ住区レイアウトづくりを行う必要があり

ます。この住区レイアウトづくりの必要性を理解するために、実際に住区レイアウト

を作ったうえで、各居住スペースに座ったり、寝転がったりして、居住スペースの広

さ（または狭さ）を体感します。  

・住区レイアウトづくりと居住スペース体感訓練の実施項目  

1 対象者  □自主防災組織の役員  □地域住民  □学校   

2 準備するもの  

□養生テープ  □コンベックス（巻き尺）  

□住区レイアウト配置図  □居住スペースの名称（看板）  

□段ボール（下敷）など  

3 実施ポイント  

 住区レイアウトづくりでは、通路を確保することが重要で

す。あらかじめメイン通路やサブ通路を決めます。  

居住スペースの場所割は、要配慮者を優先的に決定したうえ

で、医療関係等の個別のスペースを確保したほうが良いと判断

される場合はその場所も決めます。  

また、プライバシーが確保できる工夫や、女性・乳幼児等に

配慮してスペースを利用します。  

 

  ステップ１  住区レイアウトの配置を決めます  

  住区レイアウトの配置にあたっては、体育館の正面入り口とステージをつなぐ形で、

メイン通路を確保します。メイン通路にぶらさがるように、複数のサブ通路を確保

しながら、数ブロックの区画（住区）を作ります。  

  養生テープとコンベックス（巻き尺）を使い、区画線を引いていきます。  

  ステップ２  配置すべき居住スペースを決めます  

  配置すべき各居住スペースを想定しながら、住区レイアウトの配置を決めます。  

  居住スペースは、例えば、要配慮者スペース、女性更衣室・授乳スペース、負傷者・

病人スペース、自治会スペース、開放スペース等が挙げられます。  

  配置を決めたら、居住スペース名称の看板をそれぞれ立てておきましょう。  

  ステップ３  居住スペースの体感訓練を実施します  

  居住スペースの一人あたりの広さはおよそ 1.6 ㎡（約 1.8m×約 0.9m）です。  

  座ったり、寝転がったりして広さを体感してみましょう。必要に応じて、段ボール

等も敷いてみましょう。  

  なお、居住スペースの広さ（または狭さ）は、避難者数や災害状況により、必要に

応じて適宜調整が必要です。  

 

  要配慮者スペースの優先的な配置を行いましょう。要配慮者スペースは、できるだ

けトイレの近い場所、必要に応じて、できるだけ多くの人の目が届く場所に配置し

ましょう。  

  プライバシーの確保にあたっては間仕切りの工夫や目線が気にならない更衣室・授

乳室の確保、女性や子育てに配慮したスペース利用に十分配慮しましょう。  

 

手  順  

ワ ン  

ポイント  
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住区レイアウトづくりと居住スペース体感訓練の事例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事  例  

要配慮者スペース例  

居住スペースの体感訓練の風景  

住区レイアウト配置図例  

資料：「避難所となった学校における施設面 の  
課題等について」（2016.6.13）  

熊本県教育委員会  

避難所として利用された体育館 のイメージ  

参考写真（熊本地震：南阿蘇村南阿蘇中）  
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ウ  避難者誘導訓練を行う                            

  避難所開設時に混乱しないようにするとともに災害時にみんなで協力することの大切

さを理解・共有するため避難者同士による居住スペースへの誘導訓練を体感します。  

・避難者誘導訓練の実施項目  

1 対象者  □自主防災組織の役員  □地域住民  □学校   

2 準備するもの  □ビブス（ゼッケン）  □居住スペースの名称（看板）  

3 実施ポイント  

 避難者誘導訓練では、避難者の具体的な状況設定が重要です。

特に、要配慮者や負傷者等を意識しながら、具体的な誘導場面

を設定します。  

 

  ステップ１  誘導すべき避難者を設定します  

  誘導すべき避難者を複数設定します。  

  避難者は、例えば、車いすを使用している人、帰宅困難者、赤ちゃん連れ、聴覚障

害者、負傷者、着替えたい人などです。  

  ステップ２  避難者の具体的な状況や要望などをコメントとして用紙にまとめます  

  具体的な避難誘導場面を想定しながら、避難者が問い合わせてくる言葉をコメント

として、ビブスなどに貼れる用紙に、それぞれまとめます。  

  コメントの内容としては、例えば、次のとおりです。  

 車いすを使用している人  「トイレの近くがいい」  

 帰宅困難者  「自宅が大阪市内なのですが、南海本線が動いていません」  

 赤ちゃん連れ「授乳できるところを探しています」  

 聴覚障害者  「耳が聞こえません」  

 負傷者  「手当をお願いします」  

 着替えたい人「更衣室ってないですか？」  など  

  ステップ３  避難者役と誘導者役を決めて、誘導訓練を実施します  

  訓練に集まった人の中から、希望者を募り、避難者役（ビブス着用）と誘導役を決

めます。  

  ステップ２の内容により、訓練を実施します。  

 

  訓練は、誘導した結果に対する正誤よりも、他者を思いやる気持ちや、災害時にみ

んなで協力することの大切さを理解し、関係者間で共有することが重要です。  

  助けられる人から、助ける人へとステップアップするための意識付けを心掛けるこ

とが重要です。  

 

 

 

手  順  

ワ ン  

ポイント  
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避難者誘導訓練の事例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事  例  

避難所に来る様々な避難者の設定例  

避難者の誘導先となる居住スペースの設定例（錦西校区）  

車いす役の誘導例（２）  

車いす役の誘導例（１）  

負傷者役の誘導例  
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取組メニュー６  地域の意見などを集める         

①防災に関する意識調査を行う                  
  意識調査は、訓練時や訓練後に実施することで、訓練を通じた住民意識が把握でき、

今後の訓練内容の検討や自主防災活動などに役立てることができます。  

・（例）訓練時のアンケート（登美丘西校区、錦西校区）等  

1 対象者  □地域住民  

2 準備するもの  
□アンケート票  

※様式 7（アンケート様式（例））参照  

3 実施ポイント  

 訓練実施内容などの目的に合わせて実施することで、自主防

災活動に対する課題や改善策など、客観的かつ、より多くの意

見を把握することができます。集計したアンケートを今後の自

主防災活動に役立てていきましょう。  

  ステップ１  アンケートの目的を決め、調査票を作ります  

  目的、調査日、対象者、配布方法、回収方法を決めます。調査票は、様式７（ア

ンケート様式（例））を参考に作ってみましょう。  

  ステップ２  アンケートを実施します  

  調査票を配布し、対象者に記入してもらいます。  

  ステップ３  集計・分析を行います  

  回収した調査票を集計し､活動の課題や改善点､回答者の意見等をまとめます｡ 

  ステップ４  分析した結果を今後の活動などに活かします  

  分析した結果を、地域の防災マニュアルなどに反映するとともに、今後の活動に活

かします。  

 

意識調査の事例  

大阪市生野区：  

◇目的：自主防災組織の必要性の啓発と支援  

◇方法・対象：郵送、区民モニター（260 人）、有効回答 230 人  

＜アンケート項目＞  

問 1 あなたは、「東南海・南海地震」に関心がありますか？  

 問 2 あなたは、「上町断層帯による地震」に関心がありますか？  

 問 3 あなたは、地震による家屋の倒壊や火災の発生についてどのように感じておられま

すか？  

 問 4 あなたの現在のお住まいでは、地震対策として家具の固定をしていますか？  

 問 5 あなたは、過去 1 年間に防災訓練に参加したことがありますか？  

 問 6 あなたは、災害時における家族での安否確認方法を決めていますか？  

 問 7 あなたは、最寄の一時避難所、収容避難所がどこかをご存知ですか？  

 問 8 あなたは、災害時、家族の安全が確認できた後、地域の救助活動に参加されますか？  

 問 9 地域の自主防災力を高めるためには、何が最も重要だと考えますか？  

資料：大阪市生野区 < http://www.city.osaka.lg.jp/ikuno/page/0000101743.html  > 
 

手  順  

事  例  
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意識調査の事例  

  登美丘西校区：防災訓練後にアンケートを実施し、その結果を次年度に向けた防

災訓練の検討材料として活用するために、校区カルテに追加した取組です。  

 

 

１ 自治会、隣組組長へのアンケート結果 

①家族との連絡方法（安否確認方法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②非常持ち出し品の準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③自宅の家具やロッカー等を金具で固定 

④町内の一時避難所の場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤一時避難所までの経路 

（④「知っている」回答の方のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

⑥隣近所で、徒歩避難が困難な人の把握 

⑦避難を呼び掛ける際の方法の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧避難を呼び掛ける際の具体的な方法 

（⑦「決めている」回答の方のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨町内の危険箇所の把握状況 

⑩誘導避難訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪避難所開設訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫マンホール・給水タンク訓練 

⑬煙体験・災害用備蓄倉庫の見学訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑭災害時優先電話機の使い方訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑮給食訓練 

 次 年 度 の 取 組 を 検 討 す る た め の 基 礎 資 料

としています。校区カルテの巻末に反映。 
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意識調査の事例  

  錦西校区：「何を持って逃げる訓練」後にアンケートを実施し、その結果を次年

度に向けた防災訓練の検討材料として活用するために、校区カルテに追加した取

組です。  

【チェックリストからの選択（回答者数：112 件）】  

 

 

 

 

 

  回答者の負担にならないよう、質問方法や設問数に注意しましょう。  

  回答者の個人情報を記入するような設問は避けるべきですが、アンケートの目的に

よっては、氏名、性別、年齢、居住エリアなどが必要となります。“目的以外のこ

とに使用しない”という一文を併記するなど、十分に配慮しましょう。  

  集計結果をもとに地域で話し合い、これからの活動に反映しましょう。  

 

 

 

 

 

 

 

飲料水

懐中電灯

タオル

携帯食・非常食

携帯ラジオ

身分証明書

非常持出し袋

ティッシュ、トイレットペーパー

ポリ袋

ヘルメット・防災ずきん・帽子など

現金（10円玉などの小銭）

常備薬

救急用品セット

筆記用具

ライター

簡易トイレ

預金通帳

印鑑

洗面用具

手帳

シャンプー、ボディーソープ

調味料

目覚まし時計

すごろく

ノートパソコン

基
本
品
目

個
別
検
討
項
目

そ
の
他

0 20 40 60 80 100 120

回答数

次 年 度 の 取 組 を 検 討 す る た め の 基 礎 資 料

としています。校区カルテの巻末に反映。 

ワ ン  
ポイント  

８割以上  

７割以上  
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■堺市の問い合わせ先  

名  称  電話番号  

危機管理室  228-7605 

堺 区 役 所（自治推進課）  228-7082 

中 区 役 所（自治推進課）  270-8154 

東 区 役 所（自治推進課）  287-8122 

西 区 役 所（自治推進課）  275-1902 

南 区 役 所（自治推進課）  290-1803 

北 区 役 所（自治推進課）  258-6779 

美原区役所（自治推進課）  363-9312 

 

 

 

 

堺市行政資料番号  

1-I6-17-0315 


